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學部並に學曾報告
　本大學講師新保勘解人氏は、昨昭和五年四月十六日午前入時、横濱市磯子匠中原
町の自宅に於て、膿盗血に因り突如逝去ぜられプこ。同氏は明治三十六年本大學行政
斜出身、大正十四年本大學講師として招聰ぜられ法學部並に專門部の刑法を推任、
當時より大審院判事の要職に在られすこものであろ。蛇に謹んで哀悼の意を表す。
　　　　　　　　　　⑨中村助激授の露朝
　本大學助敏授中村彌三次氏は、饗に憲法並に行政法研究の爲め歓来に留學を命ぜ
られ、昭和三年四月二十八日横濱出帆、先づ来國に向ひ、約二箇月問来國公法の資
料髪調査ぜられ、次に英國に渡り倫敦大學に入學し、約～箇年間ゼングス歌授並に
ロブスン博士の下に英國憲法及び行政法の研鐙を積まれ、それぶり大陸に渡り、先
づ巴里大學に入學して約一箇年間フランス公法を研究せられ、次に伯林に移り最近
の公法事情を親察して、昨昭和五年七月中旬シベリヤ経由にて無事蹄朝せられヲこ。
　差當り學年の中途に就き英法を澹任せられてゐろ。
　　　　　　　　　　◎野村助手の留學
　本大學法學部助手野村李爾氏は、本大學より、民法並に英法研究の爲め、二箇年
問獣来に留學を命ぜられ、昨昭和五年四月九日横濱出帆の淺間丸にて渡来ぜられ7こ。
渡来後各地大學を見學の上，昨夏8り紐育に滞在し、目下同地に於て研究を績けら
れてゐろ。
　　　　　　　　　　◎羅馬法奨學品受領
　下記法學部學生ば、昭和四年度に於けろ羅馬法の成績優秀の故を以て、帝國學士
院より、子霞末松夫人の羅馬法奨學品を購與せられアこ。
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◎掘之内氏の奨學資金寄贈
昨昭和五年四月堀之内松十鄭氏より、本學部に罫し、i奨學資金として額面金壷千圓
の公儀を寄贈せられテこ。目下、該公廣毎年の利息金五十圓を以て、法律關係の圖書
を購入すろことになつてゐろ。因に同氏は、警に本學部の學生なりし故堀之内克二
君の嚴父にして、同君が學業中途にして病の爲め整ろ、や、同君生前の學才を惜み
その記念として同震の逡稿を集戊して刊行すろと共に、本學部に封し上記の寄贈を
せられテこものであろ。蛇に同氏に封し謝意を表すろと共に、克二君の死を悼む。
　　　　　　　⑥法　學　會　大　會
昭和五年：六月十四日（土）、第九同法學會大會は新線の大隈會館庭園に於て開催さ
れす㌔氣遣はれすこ天候は幸ひにして雨とならす・時には動夏の陽光が雲問を洩れろ
事さへあつ7こoザくて、午前十時孚、學生委員によつて開會の講が述べられ、次い
で寺尾法學部長登壇、法學會の過去及び現在を親き、先生の勝謂民學（私學）の將來
の費展を希望して挨拶の欝とされ☆。綾いて、中村（萬）敏授の會計報皆、中村（宗）
敏授の事務報告があり、絡つて、板倉大審院部長の御講演（別項）に移つプこ，演題は去
ろ五月二十二日に公布され、：本大會’を去ろ三日前六，月十一日P）施行されテこ問題の
「盗犯等防止法」に關すろもので、誠に時宜に漉しテこものでありすこ。爾ほ、此外に齋藤
内務次官と泉二刑事局長との御講演が豫定されてあつ7こが、夫々政務御多端と御病
氣との爲め御來臨を願へ加’つすこことば、我等にとつては千秋の恨事であつすこ。講
演に次ぐ遊佐專門部長のヒユーモラスな御挨拶が濟むと、新露朝者井上助教授満場
の拍手を浴びて登壇、猫逸人の特性☆ろ堅忍不抜の精諏こ就いて、或ひはKlei5t
Goet五eを、或びはGierke，Momsenを引言登して論じられ、最後に「：吾々日本人ば
頭膿の黒占に於て獅逸人に劣らす、趣味の瓢こ於て佛蘭西入に資けない。最近、階級
闘箏の理論、唯物史観の如き、日本人は敏感に探用しテこ。そして、外國では專門家
に任ぜられてゐろ此等の問題が一般に論議されてゐろ。其の善悪は云はぬが、唯、
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問題に封して深刻鉱態度を持つて欲しいと思ふ。Me勧Licht！それは臨終の床にあ
つて、f苛ほも向上を求めろGoetheの叫びであろ。吾々學徒は新しいものを求めろ
のみでなく、深ζ堀り下げろ必要があろ」と述べられテこ。綾いて新入生歎迎の欝と、
之に封すろ答霞辛があり、絡つて休慰。時に正午を過ぎろこと廿分．一同空腹を抱へ
て模擬店へ突貫すろ。満腹し†こところで午後一時再闘。元氣な學生五分問演設、野
村楡事、杉田辮護士の校友五分問演説があり．愈々、御待兼れの鯨興に移つすこのは
午後二時であリアこ。ザくて、オーケストラに塾舞踊に悪奇徳にも儲ては面妖な尖端
劇に時の移ろを忘れ、恒例の校歌合唱．萬歳三唱で大會の幕を閉ぢ7このば宵闇迫ろ
午後五時孚であつナこO
　　　　　　　　叛倉大審瞬部長講漢要冒
最近（昭和五年六月十一翼）箋施され☆「盗犯等防止法」に就いては、世上往々
にして誤解を抱く者があろ。其の最も甚しきものは、本法を「斬棄御菟法」と名付
けてゐろ事であろo
　今日の犯罪は如何にも趣端に走り．危瞼千萬であろ。本法は此の不安を除く目的
で立法されテこのであろ。本法は又、政府が自酸的に作つプこものでばない。即ち、帝
都が所謂説教強盗の類に劫されてゐナこ昭和四年春の議會に於て、貴族院に於て市民：
生活の安全に關すろ質問があり、之に醤し、時の司法大臣は．政府が目下其の封案
を練りつつあろ旨、答辮し7こ。此の質問は議員の聲であろと同時に、立法を求めろ
國民の聲でもあつプこ。儘て本法の燦文を見ろに誤解され易）’ものがあろ。例へば第
一條第一項を見ろと、「左ノ各號ノ場合二於テ自己又ハ他入ノ生命均龍叉ハ貞操二i封
スル現在ノ危瞼チ排除ス膨爲犯人チ殺傷シタルトキハ刑法第三＋六條第一項の防衛
行爲アリタァレr三ノトス」とあり、其の第一號として、「盗犯チ防止シ叉ハ盗賊チ取
還セントスアレトキ』が規定されてゐろ。之を素入讃すろと、前の方を忘れて後の方
だけを見て、盗犯防止叉は盗鍼取還の爲めならば何時でも殺して宜いように思ばれ
ろo併し其は誤であろo例へば、私が私の靴を盗んで行つ了こ「コソ泥」を追跡し、
返還を求め7こが底ぜぬので、止むなく力雫し、其結果帽手方を傷害しテことすろ。此
場合に本法の保護は與へられない。本法の遽用を見ろ爲めにば、此際、相手方が積
趣的行動（切ろ、打り等）に出☆ことを要ずろ。他の一の誤解は第一條第二項に闘
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すろものであろ。郎ち、本項が「前項各號ノ場合二於テ自己叉ハ他人ノ生命虜贈叉
ハ貞操二野スヌレ現在ノ危瞼アか二非スト錐モ行爲者恐怖、驚愕、興奮叉ハ狼狽二因
り現場二於テ犯人チ殺傷スルニ至リタかトキハ之チ罰ヤス」と規定し7こことを以
て、甚だ危険なりとなす者があろ。本項の解繹は專門家も素人も共に溢意ぜ農ばな
らぬもので、例へば、盗賊でない者を盗賊と誤認して捕へようとし7こ際、相手方の
反抗に遭つ†こ爲め、之を傷害し？こ場合の如きは、善通の刑法上の問題となろに過ぎ
ない。本項の適用を見ろのは、前項各號の一に概當する犯人に封して、加害行爲が
行はれテこ場合に限ろのてPあろo
　本法は、正當防衙の観念が從來の著書に於て、鯨りに狡く解i澤されし爲めに今日
の寳際に徴すれば不適當なので、之を廣く解繹しテこ註繹的規定として出現しテこので
あつて、決して正當防衛の観念の機張でばない。本法は叉、奮刑法第二百十二條、
第二百二十五條に其の先例を求めテこのであろザら、決して新しい法律ではなく・軍
に我國の傅統的法律思想を法文に現はしテこものに過ぎない。次に賛際上、強盗が婦
女の貞操を犯すことが甚だ多いのであろ。本法が第一條に、生命身艦と並べて貞換
を撃げてゐるのは、蜜例に照して一般民衆の保護を計つ了こものであろ。
要するに、本法は現時に於ける實際の必要の産物であろ。其故、本法を目して「斬
棄御免法」となすが如きは實際上甚だ危瞼千萬なろ誤解であろ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒板駿策稿）
　　　　　　　　⑥珊事訴訟演習の纏過
昭和五年十二月六日午後一時より大隈記念講堂に於いて、例年の通り吾が法科の
刑事訴訟演習を催しテこ。；i欠・ぎにその大胃豊の経過を言己さう。
本訴訟演習に於けろ刑事被告・事件は窃盗放火事件である。然し窃盗事件に就いて
は殺告人が既に公判準備に於いて自白してゐるので、これは陪審に付ぜられす・放
火事件と分離して公判を開ザ投ばならロなザつテこ。そこに訴訟手綾上幾多の難問題が
あり、ヌ．訴訟演1習としての興曝と債値が多分に盛られてゐテこ言睾であろ。
陪審公割開始　廷丁の破告事件の呼上げに次いで、裁判長工り陪審公判開始の旨
が宣告ぜられ、蛙に早稻田地方裁判所に於ける陪審公判手績が開始ぜられテこ。先づ
裁剣長ば、陪審員に封して其職責の重大なろこと、公李誠實に其職務菱行ふべき旨
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を論告し、陪審員一同之れが宣誓を爲す。次・ぎに、裁判長は破告人の氏名、年齢、
佳所、職業等を訊問して、其入蓮なきことを確め、絡つて、稔事の稜告事件の要旨
の陳蓮あり。その大要ぽ、「被皆入徳次ば窃盗の際使用すろ目的を以て昭和四年十二
月二＋四日午後四時頃淺草公園内露店に於いて斧一挺を買求め同日午後十一時頃府
下北豊農郡志村字本蓮沼千二百三十一番地岩井大吉方に至vl窃盗の目的を以て横勝
手口の戸を所詩の斧を以て控開け慰入らんとせしも戸締嚴重なろ爲め一時断念し同
家に放火して附近を騒がし其隙に乗じて他にて窃盗を爲す目的を以て翌午前零蒔廿
分頃同入居宅と裏に接綾せろ母家との中聞にして母家に附屡せろ浴室の後方炭拾俵
程置きテころ場所に所捲ぜし新聞紙一枚を置き上に附近にあV〕天ろ蓑及縄等を載ぜ燐
寸を以て放火し同人所有の住宅二戸納屋一戸を全燵せしめ損害約五千圓を與ヘテこる
も¢）であろ」といふのであろ。絡つて破告人の訊閤に入ろ。破告人大山徳次ば家屋
に放火すろ意思の全然な℃・りしこと、只だ身胃豊の暖をとろ矯7こめに焚火をしテこもので
その焚火が家屋に延焼すろに至つ7こものであろこと、叉手斧は窃盗の目的で研持し
てゐテこのでばなく、薪割を商費にすろ目的であつ伽ことを述べ、公訴事實を全部否
認しテこ。右の訊問に於いて被告入に放火の意思あリテころや否やに就き重要なろ鮎ば
被告人が湯殿裏手に積んであつれ蓑縄等に直接火を放けテこザ、叉ばそれらを湯殿ザ
ら離れテこ所に持出して火蒼放けテこ℃’にあつテこ。これに封し穣告人は約一間程離れテこ
所に持出して焚火をしテこ旨を陳述しテこ。次ぎに謹嬢調にλり、謹人として巡査部長
尾崎一雄は、被皆人を逮捕し放火を畳知すろに至つテこ顛末に就いて、讃人が被皆人
を塞動不審により引致取調中、被告人自ら放火の事實を蓮ベアころ旨、並に手斧は放
火現場8り約入丁程隔つテこ杉並木の下で套見しテころ旨を述べ、次ぎに誰人寺田俊次
は最初に火災を登見して被害者を呼超しテころ経過、並に套見當時に於いて火ば湯殿
の直ぐ下で燃えてをり且つ甑に母屋にまで延焼してゐテころ旨を陳述しテこ。更に謹人
として被害者岩井大吉ば、午後＋一時頃母家の戸を何ザで控開けんとする音を聞い
果が、飼犬が吠えなザつテこぜら安心して寝に就いテこ・多分交尾期で家にをらなザつ
7このであらうと蓮ベテこ。叉火災の箇所に就いて誰人寺田俊次と同様の陳違をしテこ。
＝の詮擦調中、陪審員二り、當夜の風の方向如何、強風なりしや否や、十二月は犬
ジ）交尾期なりや等、適切なろ質問があっアこ。f苛ほ裁判長ば豫審訊問調書を朗護し
k、豫審に於いては被告入が放火してその際に窃盗をする積りであつ糞と自白して
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ゐる黙を指摘し、ヌ．検言登調書を朗讃して火災の事實並に．そ曙）全燃なろ貼を示し、爾
ほ護擦物了ころぐツチー箇及手斧一挺を被告人陪審員等に熟覧ぜしめ。最後に被告人
の鍵明を求むろところがあつテこ。これで讃篠調が濟んだので、次ぎに検事及び辮護
人の犯罪構成聡關ずる事實上鮭に迭律上の闘題砿つbでの隆蓮砿移ろ，検事は讃人
寺田俊次、岩井大吉の謹言並に豫審訊問調書に於ける被告人の自白等を謹擦とし
て破告人の行爲は刑法第一〇入條に該當すろものであろ。叉假令へ被告人に最初放
火の意思なザリしとすろも、自己の過失行爲より生じテころ結果を防止せざろ黒占に於
いて不作爲の放火罪を構成すろものであろと論皆す。これに封し辮護入は誰篠物7こ
ろマクチ及手斧ば被告人の放火を認定すろに足らざろものであろとし、ヌ．讃人寺田
俊次壷に岩井大吉の護言に就いてその矛盾不明の鮎を指摘し、要すろに本件ば被告
入の放火罪を認定するには謹擦不十分にして、被告入は軍に失火罪の責を資ふに遇
ぎざる旨蒼力訊し☆。絡つて。い二い工裁興長の設示並に問書の交付及びそれに繋
すろ陪審の答申の手綾に入ろ。裁判長の読示の要鮎は次の如くであろ。「本件公訴事
實に依れば被告人の行爲は刑法第一〇入條に該當すろのである。そこで本條の犯罪
が成立すろや否やを決定するに當つては、先づ、放火罪の一般的性質を明ヵーにする
必要があろ。放火罪は所謂公共危瞼罪であつて一般肚會の利釜を優害すろ行爲であ
ろ。而して法律が公共の危瞼ありと認むろに就いては被害物件の多少に俵らぬもの
で、野中の一軒家を焼鍛しテこ場合でも公共の危瞼ありとすろのであろ。ざて本件に
於いて最も重要なろ黙は、被告人に放火の意思ありしや否やと云ふことであろ、放
火の意思とは、住宅を焼緩すろ目的で放火すろ場舎は勿論、或は焼けろザも知れぬ
と云ふ豫想で火を放つ7こ場合も共に包含すろものであろ。被告人にこの放火乏）意思
ありとせば被告人の行爲は刑法第一〇入燦の住宅放火罪に該當し、若し然らすとぜ
ば破告人の行爲は軍に刑法第一一六燦の矢火罪となろに過ぎぬものであろ。謹擦を
案すろに被告人が蓑縄等に直ちに火を放け7こザ叉は湯殿ザら一間位離れ7こ所に持出
し火を放けテこザ否ザが重鮎であろ。これは謹人岩井大吉、寺田俊次の詮言叉ば被皆
入の陳違の何れに謹捺力を認むる℃ーにぶつて決定すろ。一更に被告人が窃盗の目的で
岩井方に行つテこものであろザ否ザも考慮すべき鮎であろ。これに就いては、讃人岩
井大吉の護言並に護嫁物†ころ手斧の使用目的等により剣漸すべきものであろ⑩
裁剣長の説示が絡つて問書の潮讃があろ。次ぎが其の闇書であろ。
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主間　被告人ハ昭和四年十二月二十五日午前零時廿分頃東京府北萱島郡志村字本
　蓮沼千二百三＋一番地所在岩井大吉駈有ノ住宅チ焼蝦スウ意思チ以デ局家裏手
　二積ミ在リタ7レ蓑縄等チ媒介トシテ之二放火ジ同家チ焼綴ジタヌレモノナリヤ
補問　然ラズトセバ被皆人ハ同日同厨岩井大吉勝有ノ住宅裏手二於イデ新聞紙蓑
　縄等ニテ焚火ジ因テ周家チ焼綴スノレニ至ラシメタ1ンモノナリヤ
上の問書に醤する墜審の答申は、主問を否定し補問第一を肯定しテこのであろ。裁
鋼厨はこの答申を採用し、階審員はその職貴を終へて逞廷すろoそこで次ぎに窃盗
事件の審理に入ろ。
先づ檎事の被告事件要旨の陳蓮あり、その大要は「被告入は昭和四年十二月二十
六日午前十一賛拳頃日本1喬匠来澤町三丁員一番：地来田竹三｝部方、戸締不完全なろ1こ乗じ
葱入り同人方同居人中村幸三鄭所有自韓車一輔便格金九十圓を窃取しテこるものであ
る」といいふのであろ。次ぎに殻告人の訊闘に入り右犯罪事實の有無を問ひテこるに
封し、被告人は自轄車を窃取すろ積りでばなく、一時借用して後日遊却する積りで
あつたと答へる。なほ裁判長は識告人の纒蚕、鏡逞等を訊閣し、前科調書に俵り被
告入は前科十犯なろ旨菱告げれ。叉澄入中村幸三鄭は窃盗の被害事實を讃言し絡つ
て楡事蛇聡辮護人の適矯ずべ験法令及が飛につbての意見の陸蓮に移るo検事は放
火事件に就いて罰金二百玉十圓を、窃盗に就いて懲役十五年を求刑し、鼎護人は被
告入の境遇大いに酌量すべき鮎あるを力設して寛大の塵置菱請ぷところがあつ☆。
更に被告人の最後の陳述があつて、一時闘廷の後制淡の醤渡があつテこo
　　（放火事件）　　　劉　　　　決
　　　　　　　　　　本籍　東京市京橋厘銀座三丁目ナー番地
　　　　　　　　　　住所不定無職
　　　　　　　　　　　　　　　大　山　徳　次
　　　　　　　　　　　　　　　明治十六年一月九日生
右放火被告事件二付當裁判所ハ槍事陳宗、同鈴木實關與ノ上蜜理チ遽ゲ其ノ事實
ノ認定二付陪審ノ評議二付ジ剣決ス～ンコト左ノ如ジ
　　　　　　　主　　　：文
被告人チ罰金百圓二塵ス
右罰金チ党納スヌレコト能ハサ1レトキハー口金武圓ノ割合テ以テ勢役場二留置ス
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押牧物件中燐寸ハ之チ浸牧ス
　　　　　　理　　由
被告人ハ昭和四年十二月二十五日午前零時二十分頃東京府北豊島郡志村字本蓮沼
二千二百三十一番地岩井大吉住宅裏手二於イテ新聞紙蓑縄等ニテ焚火ツ因テ同家チ
嶢機スルニ至ラジメタノレモノナリ
法律二照スニ被告人ノ所爲ハ刑法第百十六條二該アレチ以テ其駈定範園内二於テ破
皆人チ罰金百圓二庭スヘク右罰金不納ノ場合二於加ン勢役場留置二付テハ刑法第十
入條浸牧二付デハ同第十九燦チ適用シ主丈ノ如ク鋼決ス
　　　　　　昭和五年十二月六H
　　　　　　　　早紹田地方裁判所刑事部
　　　　　　　　　　　裁判長瓠事　長．戸義雄㊥
　　　　　　　　　　　判　 事　金谷　誠㊥
　　　　　　　　　　　判　 事　山　口　酉㊥
（窃盗事件）
　　　　　　主　　文
被告人チ懲役十二年二虜ス
　　　　　　理　　 由
被告人ハ・・…………モノナリ
謹擦チ按ス7ンニ
　ー、被告人ノ當公廷二於ケノン、被告人ハ来田竹三鄭方戸外ニアリγ自輻車チー
　蒔借用スか目的チ以テ持去リタル旨ノ供蓮ト
　ニ、謹人中村幸三鄭ノ當公廷二於ケか、昭和四年十二月二十六臼午前一時頃自
　靱車一輌チ窃取セラレタ7ン旨ノ供述ニョサ之チ認ム。
被告人ハ大正八年十月二十九日東京地方裁判所二於テ窃盗罪二因り懲役十年二虞
セラレ本件犯行薗其ノ執行チ絡リタψモノナリ、右ハ訪科調書二其ノ記載ア勘二嫁
アレo
法律二照スニ被告人ノ所爲ハ刑法第二百三十五條二該ノレ慮前示ノ前科ア欺チ以テ
同第五十六條第五十七條二則り累犯加重チ爲シタ～レ刑期範園内二於テ被告人チ懲役
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十二年二庭スベキモノトス。
傍テ主丈ノ如グ剣決ス。
以上で公判手績は終了しテこのであろ。筒ほ草野講師の講評があつて、今秋の刑事
訴訟演習を終つテこ。演習参加の役員ば次の如くであろ。裁判長、長戸義雄（大三）。
鋼事、金谷誠（大三）、山口酉（大三）。検事、鈴木實（寡三）、陳宗（專三）。書記、江
崎利雄（大三）。巡査、黒崎安夫（專三）。廷丁、俵田一夫（大一）。被管人、森脇克吉
（專三）。謹人、市村貞（大三、、三松進（大二）、信樂英敏（專三）、飯田大夫（專二：）。
辮護人、牛木一男（大三）、杉原武（大三）、山口清勝（大二）、萩原徳松（專三）、陳承
録（專三）、田口助太鄭（專二）。陪審員、花形弘三鄭（大三）、木村三鄭（大三）、久保
天治（大三）、藤田敏夫（大二）、吉田昇三（大三）、’吉見勇三（大一）、鈴木榮一（專三）
馬淵正夫（專三）、阿部廉李（專三）、萩原直義（專二）、川崎宗太鄭（專二）、岩田一
（專一）。以上。　　　　　　　　　（江家義男稿）
◎商法中改正すべき瓢に關する司法省の諮問
　と之に封する本大學主査委員會の繧過
　　　　　　　　　　　助敢授長場正利
今同司法省より本大學に封して、商法中改正すべき黙に就き意見の諮問があつテこ
ので、わが法學部は先づ昨年（昭和四年）十一月二十二日に大隈會館に於て學部敢
員並に校友中の法律關係者の総會を開き、寺尾學部長司會の下に　（一）審議の方針
（二）改正の要黒占につ・・て協議しテこ。其の結果主査委員として下記十七名幹事一名を
選出し、その中には軍．に法律の專門家のみならすま了こ経濟商業の專門家をも加へて
毎週．一同づつ、多くは木曜日午後五蒔より、大隈會館に於て委員會を開いて、各方
面より提出ぜられテこ議案について審議することになつ7こ。審議すべき議案のi敷は實
に百五十有蝕項の多数に上つテこが、冬季休暇中の中断を除いては各委員諸氏皆艮く
出席されて各自の抱懐ぜらろる深蓮なろ所見を卒直に忌渾なく論述されて、毎同常
に眞摯なる討論が爲され7こ。斯くて本年六月十二日の最後の委員會に至ろまでに可
決せられ7ころ事項七十七項、否決撤同叉は保留の儘自然潰減に蹄しナころもの七十入
項に及んだ。依つて六月†九日には、同じく大隈會館に於て、委員詣氏の爲の慰勢
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會を催うして長期にわテころ諸氏の誠實熱心なりし御努力に聯ザ酬い、可決され？ころ
：事項には若干の字句の修正等を施して十月入日、後揚の如き答申書を作製し、これ
を本大學の名に於て司法省に同示しテこ。爾ぽ此の圭査委員會ば、前違の如く誠に撃
究的な氣分の帳つテこ内容の豊な會合であつテこので、委員の中ザらば、斯如』き會合ば、
所管官聴の諮問のあろなしに係らす馳常設して、各自の啓獲、研究に資しテこいもので
あるとの希望を示す者も出でて多敷の委員の賛成を見テこことであつテこ。更に一言す
べきは、主査委員會に要する費用には一定の限度があつテこ爲に、會合の日数も自ら
これに制限され、爲に堤案の戴もこれに膳じて制約され委員諸君の充分の御申出を
承りぞ尋なカ、つテこ：ことは、吾等の甚矛ご逡1感とすろ所であるO§、右の様な事空青であろ旬ー
ら其の貼は何分とも御宥恕に預弓テこいと思ふ。
　主査委員（順次不同）
井野英一
大濱信泉
中村萬吉
柳川勝二
阿部丈二郊
清水孝藏
月艮晋駕　丈　匹1夏鷲
奥岡喜藏
中村宗雄
小林行昌
遊佐慶夫
椎津盛一
大橋誠一
紳谷健夫
上原鹿造
寺尾元彦
三橋久美
　（爾ほ小林行昌氏外遊後は新に次の三氏が主査委員として選任ぜられアこ）
　島田孝一　　上坂酉藏　　末高　信
幹　事　長場正利
樹ほ審議ぜられテころ提案ば次の如きものであろ。
　　　　　商法第一篇改正昌關スル議案
?、? 法第一篇チ総則ト名ツめレノ可否。
二、商法第一際存置ノ可否。
三、同條ノ商慣…習法ト民法トノ…薗用順序チ韓倒ス7ン可否。
四、商法第二條存置ノ可否。
五、國家ノ商行爲二封スル賠贋責任ノ規定チ設クかノ可否b
六、商法第三條チ振張ジテ當事者ノー方ノ爲メノミナラズ當事者ノー方ノー』ノ爲
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メニ商行爲タノレ場合ニモ本法ノ規定チ讐方二適用ス1ン様二改正スか可否。
七、商法第三條チ存綾スツノ可否。
八、同燦チ第三篇商行爲総則二移ス可否。
九、商人ノ意義チ商法二定ム7レ可否。
一〇、商人ノ意義チ商法二定ム7レ必要アリトセバ如何二之チ定ムベキヤ。商行爲奉
位力。商業本位力。輩本位力。複本位力・
一一、商業本位トスレバ商法第一篇中二之チ設めレ可否。
一二、現行法ノ螢業的商行爲二暦減チ加ヘテ「商業」トス7レノ可否。
一三、所謂形式商入（登記商入）チ認ムァレ可否。
一醐、準禁治産者ノ商業能カニ付キ規定チ設グァレ可否。
一五、商法第入條二支配入二關スか規定チモ漉用セザル旨チ補充スル可否o
一六、小商入ノ範園チ整理γテハ如何。
一七、二個以上ノ支店ガ同一登記管轄匝域内二設ケラ函レ場合ニモ從來ノ如グ支店
毎二登記チ爲ス煩累チ省グ可否．
一八．商業登証ノ中二創設的敷カアル登記チ認ムシ可否。
例之、會証ノ設立、定款攣更、合併決議ノ登記。
幽九、少クトモ新定商號二付キ商號眞實ノ原則チ探用スル可否。
二〇、商號軍一ノ原則チ明定ス7レ可否。
二一、警業チ財團ト見ルノ可否。
；二、不正競孚業禁止規定チ商法中二叉ハ軍行法トγテ認ムψ可否。
二三、第二〇條ノ不正ノ競争ノ目的ハ狡キニ失スァンガ故二之チ廣〃不正ノ目的ト改
ムかコトo
二四、現行商法ノ商號二關スヌレ規定チ別篇トナジテハ如何。
二五、現行法二俵レバ商號ノ譲渡ハ通設二依レバ登記2ミチ以デ善意ノ第三者ヒ封
抗サレ得7レモノノ如グナレドモ、解繹上ノ疑問チ遽めレ爲二明二此ノ趣旨チ規定
シテハ如何。
二六、商號叉ハ賃名ノ使用チ他人二許シタ7レ者ノ責任チ適嘗ナ7ン範園二於テ規定ス
7レコト〇
二七、放意二不實ノ事項チ登記爲シタ7レ者ハ其登記事項ノ不存在チ以テ善意ノ第三
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　者二封抗γ得ザノレ規定チ設クシノ可否。
二八、商業帳簿ノー般規定中二多少詳密ナか規定チ設めレ可否。
例之、評債ノ標準、資本金、準備金、創立費用二關スル規定、放任主義力干渉主
義力。
二九、商業使用人中二番頭手代ノ名構テ存置スァン可否。
三〇、商法二商業使用入並二商業徒弟ノ保護教育二關スァン規定チ設ク・ン可否。
三一、仲立人ノ規定チ第三篇ヨリ第一篇中代理商ノ規定ノ次二移スカ或ハ代理商ノ
規定チ第三篇仲立商ノ前二移ス可否。
三二、交互計算、匿名組合ノ規定チ総則二移スノ可否。
三三、商法第三九條ノ趣旨チ横張γ一般ノ代理商チモ包含スァンヤウ改ムル可否。
三四、故意二不實ノ事項チ登記γタァレ者ハ其登記事項ノ不存在チ以テ善意ノ第三者
二封抗スノンコトチ得ザル規定チ設めレコト。
三五、警業ノ譲受入ガ從束ノ商號チ綾用スァレ場合ニハ譲渡入ノ員ヒタか螢業上ノ債
務二付キ其辮濟ノ責二任ズァレコト及ビ譲渡入二封スヌレ馨業上ノ債務者ハ譲受人二
饗シデ其債務ボ辮濟チ爲スコトチ得欺コト。
前項二反ス7ン特約ハ商號ノ譲渡二關ス1レ登記ご之チ附記シ其公皆アリタル場合叉
ハ譲渡ノ當事者二依リテ第三者通知セラレタ7ン場合二限り之チ以テ第三者二醤抗
シ得アレコト。
右規定チ設グルコト。
三六、外交員、勧誘員、客引等モ商業使用人二包含セシムか規定チ設クかコト。
三七、支配入以外ノ商業使用人ハ通常ノ取引二付キ主人チ代理スノン櫻限ア1レモノト
推定ス7レコ｝ノ規定チ設クァレコト。
三八、商法第三二條一項、第三入條一項無限責任肚員ノ次二取締役チ加フ1レコト。
三九、商業帳簿ノ闘萱椹チ裁判所ノ許可チ得テ利害關係人二認ムルノ可否。
　　　　　　第二篇　會　　融
　　　　　　第一章　総　　則
?、 商行爲チ業トス～レト否トチ問ハズー般二瞥利チ貝的トスか社團法人チ會蔵トス
かコトo
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二、會肚ノ種類中二有限責任會鮭叉ハ私會魁ヲ・加ファレコト、株式合資會社ハ之チ庭
止スシコ｝。
三、合名會’批、合資會肚、株式會肚ノ破産シタル場合二於ヶル業務執行者ノ責任。
四、禁沿産者、準禁治産者チ無限責任祉員トスル可否。
丑、新設併合チ廣γ吸牧合併ノミトス7レコト。
穴、會瀧合併ノ共通規定チ會杜篇総則中二移スコト。
七、會肚ノ定款ハコレチ公正誰書トスシコト。
八、登記チ會肚成立並二資本櫓減ノ要件トスPレコト、
九、會批ノ解散命令ノ規定チ振張スシコト。
一〇、會薩ノ解散事由中ヨη「目的タル事業ノ成功叉ハ成功ノ不能」チ削除ス〃コ
　トo
一一、各會阯二共通ナか規定ハ各章二散在スアンモノ頗彪多キガ故二之チ會肚総則二
納ムシコト。
　　　　　　第二章　合名會試
一二、第五流條チ會証ノミナラズ第三者ニモ封抗スツ要件トスシコト。
一罠、會祉ガ取清櫨叉ハ取清櫻チ有スシ債務者二付キ債樫者ヨ刃直接諸求チ受ケタ
シトキハ薩員ハ給付ノ鞄絶チ爲スコトチ得シ旨ノ規定チ設クシコト。
一四、會肚合併ノ場合二合併會社ノ財産チ分離ツテ管理セγムシ規定チ設クシコ
『トo
一五、第七九條ノ原状デ維持スァレチ可トスアンコト。
一六、第七九條ノ三項引削除スかコ下。
　　　　　　第三章　合資會斌
一七、債務チ菟レンガ爲合資會杜チ建ツァン者ノ制限。
一八、第一一二條ノ規定チ第五九條ト同ジク承諾チ以テ封抗要件トス〃趣旨チ明ニ
スかコトo
　　　　　　第四章　株式會冠
一1九、株式會薩ノ規定チ會批篇総則ノ次二移スコト。
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二〇、株式會薩ノ公告ノ方法チ嚴重ニスかコト。
二一、螢業ノー部譲渡ノ場合ニハ株主総會ノ決議二附ス可キコト。
二二、現物融資ノ履行二關スシ規定チ設グ7レコト。
二三、現物引受ノ規定チ設グ膨コト。
二四、勢資株式會肚チ探用スかコト。
二五、會肚設立ノ場合二於テモ優先株ノ麟行チ認ムァレコト。
二六、孝菱酉巳株チ地方鐵道法以外ニモ書忍ム7ンコト。
二七、會肚設立及櫓資ノ場合ム於ケか株式ノ沸込金ハ登記党了迄デ供託局二於テ爲
　スコ1・〇
二八、現物出資其他會薩ノ創立二關スル調査チ嚴重ニスかコト。
二九、設立及暦資ノ場合二於〃アレ検査ハ公設機關チγテ之ニアタラジム～レ制度チ設
　〃ルコ1・〇
三〇、目論見書ノ制度チ探用γ、コレニ關ス7ン取締規定チ設めレコト。
三一・、株式申込謹ノ欠敏チ設立登記以後ニハ有数トスァン規定チ設グかコト。
…：二、虚無入叉ハ無能力者ノ名義チ以テスル株式ノ申込二醤スか措地チ定ムルコ
　ト〇
三三、登起人ノ責任チー暦明確ニスアンコト。
三四、賛成人ノ設立責任ノ規定チ設ク7レコト。
三五、株式譲渡ノ制限又ハ禁止チ登記事項並二株券ノ記載事項トスツコト。
三六、樽利株ノ責買チ認ムァンコト。
三七、螢起木以外ノ者ノ櫨利株ノ費買ノ豫約チ許スコト。
三八、登起入力“引受〃タか株式ハ五年ノ期間ハ譲渡チ禁ズ1レコト。
三九、株式譲渡ノ記名裏書制度チ探用スウコト。
四〇、株式ノ質入ノ方法二關ス・ン規定チ設グァレコト。
四一、第一五〇際二會肚二遅滞アァレ場合ニハ此ノ限り一二非ズトノ規定チ設ク7ンコ
　1・〇
四二、會杜自身ノ株式チ譲受ケ得ル場合チ認ムシコ下、例ハ信託、問屋、正金銀行
　條令第一二條ノ如キ場合。
四三、失櫻株チ競責二附ツタ7ン場合二競落人無キ株式ノ蹄屡チ明ニスノレコト。
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四四、株券喪失ノ場合ニハ公示催告ノ手縷二依ルコ｝。
囲五、株主総會ノ招集場所二關スノン規定チ設グ加コト。
四穴、螢業ノ・一部譲渡ノ場合ニハ株主総會ノ決議チ経可キ旨ノ規定チ設〃ノレコト。
田七、重役無任チ禁止ス1レコト。
四八、第一七五條ノ取締役ノ次二監査役チ加フノンコト。
四九、取締役、監査役ハ株主タ7レコトチ婁セストスノレコト。
至O、取締役ノ敷三名以上チ撤旗シー人ニデモ可ナ7レ榛ニスルコト。
五一、取締役ノ敷二最大限度チ定ム7レコト。
五二、取締役ノ就任二關スァン年期チ撤屡スァンコト。
五三、第一七七傑チ取締役中任務チ怠リタァレ者ア7レトキハ取締役全員遽帯ソテ損害
賠償ノ責チ資フベキ趣旨二改ムノンコト。
五函、監査役制度ヲ改正スァンコト。
五五、株主総會二提出スAキ書類二關ス7レ規定チ詳密ニスァレコト。
五六、從業員ノ積立金チ保護スか規定チ設クかコト。
五七、建設利息ノ配當期問チ制限ス膨コト。
蕊八、肚債ノ額ニツキ藤杜債償還ノ爲ニスπ・募集ノ場合ニハ菖肚債ノ額ハコレチ算
入セサル旨ノ規定チ設〃7レコ1・。
五九、無搭保批債ノ場合二於テモ薩債椹者集會チ認ムかコト。
六〇、資本櫓加ノ制限チ緩和スァンコト。
穴一・、定時株主総會招集ノ溜怠二罫シ罰則チ明定スァンコト。
　　　　　　第三篇　商　行　爲
?．? 則主義ハ可ナルモ、蓮迭業．倉庫業ニハ許可チ要スァンコ塾トスルコト。
二、商法第二六三條及第二六四條チ削除シテ商人ノ螢業上ノ行爲ハコレチ商行爲ト
スか規定チ設めンコト。
三、商法第二六六條チ削除スノレコト。
四、商法第二六六條但書本入ノ爲ノ下二過失無クジテトイフ文言チ加フルコト◎
五、商法第二七二條ノ保管義務チ第七一條ノ如〃李常取引テ爲ス者ヨリ申込チ受ケ
タノレ場合二限定スアレコ1・。
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六、白紙委任状付記名株券及無記名株券ニモ商法第四四一條ノ規定チ準用スァレコト
　　　　　　　　　第二　章　　費　　　　　買
七、商事責買ノ規定中二Cif　Fob7契約ノ如キ特殊ナ7ン査買二付キ規定チ言受グかコ
　ト。（危瞼及所有櫻ノ移車專時期壷主買主ノ櫨利義務二關ス1レ規定）
八、商法第二入八條二關シ受取リタァン不特定物ノ蝦疵ア・レ場合ニハ債務ノ本旨二適
　シタァレ物トノ引替チ婁求ス＾キ櫻利チ認ムシ規定チ設〃アンコト。
丸、商法第三一七燦二取引所トア7レチ廣ク公ノ市場ト改ム7ンコト。
一〇、商法第三一四條第二項ノ規定チ委任者ト問屋ノ債櫨者ノ問ニモ準用スπ・コ
　トo
　　　　　　　　　第七章　運逡坂扱螢業
一一、運迭取搬入ガ下受運迭取扱人叉ハ中問運逡取扱人チ選出シタウ｝キハ涯滞ナ
　〃委託者二其旨チi通知ス＾キ旨ノ規定チ設グルコト。
一二、運迭取扱人ガ運逡状ヲ』作リタァレトキハ遅滞ナ〃其ノ謄本チ委託者二交付ス《
　キ旨ノ規定チ設めレコト。
一三、下受運浅取扱人叉ハ中問運迭取扱入アァレトキハ各運逡取扱入ハ委託者ヌ、ハ蓮
　迭品チ受取ヲレヘキ・：者二劃ミンテ連帯責任チ資フ＾キ旨ノ規定チ設クルコ1・o
　　　　　　　　　第A章　　蓬逡螢業
→週。貨物引換謹ニハ荷迭入ノ外二名宛入チ記載ス7レコトチ得。名宛人ト荷逡人ト
　別入ナノントキハ名宛人チ以テ第一ノ櫨利者トスγン旨ノ規定チ設グシコト。
一五、貨物引換謹二無記名式チ認メ、荷迭入及名宛入ノ記載ナキ場合二於テハ無記
　名式ト看徹ス旨ノ規定チ設クヌンコト。
一六、貨物引換誰二運迭人ト荷迭人叉ハ荷受人ノ同一ナ擁澄券（自’己引受）チ認か
　アレコト（該規定チ倉庫澄券及ビ船荷誰券二準用スァンコト）
一七、貨物引換鐙二蓮迭賃チ認載セザリシトキハ善意ノ所将入ハ之チ支携フコトチ
　要セザノン旨ノ規定チ設クノレコト。
一八、貨物引換讃ノ要件欠飲セアン場合二於テモ運迭人ハ之ト引換二非ザレハ蓮途晶
　チ引渡スコトチ得ザノレ旨ノ規定チ設めレコト。
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一九、i運送品ノ滅失、竪損、延着二付テハ運送入ハ運逡取扱人ノ委託者二封シテモ
直接二損害賠優ノ責チ員フ八ギ旨ノ規定チ設クルコト。
二〇、商法第三…皇九燦ノ相次運途ハ部分運逡ヂ除キ、数人ガ同一蓮逡二参與ス1ン総
テノ場舎チ包含スノレ趣旨二改ム7レコト。
二一、相次蓮逡入相互間二於ケノレ求贋櫻チ明定ジ且ツ撮害ガ執レノ蓮逡入ノ責二錨
ス＾キヤ不明ナル場合二於テハ干讐二損害チ分措ス＾キ旨ノ規定チ設グノレコト。
二二、相次運逞ノ規定チ海陸連絡運逡ノ場合二準用スァン規定チ設めレコト。
二三、、運送品ノ軍純延着ノ場合二於テモ第三四〇燦第一項ト同一ノ標準二俵り擾害
賠償額チ算定スベキ旨ノ規定チ設めンコト。
二囲、商法第三四三條ノ規定チ運途品力到達地二達γタ・ン後荷送人力其引渡チ講求
シタ7レトキハ蓮迭人二封・ン荷迭入ト同一ノ椹利義務チ有スル趣旨二改ムルコト。
二五、荷受人ガ相當ノ撰保チ提供シタ7レトキハ運迭人2・貨物引換讃二依ラスシデ運
途品チ引渡スコトチ得。髭場合二於テハ貨物引換讃所持人ノ椹利ハ直接二其澹保
ノ上二存ス1ン旨ノ規定チ設〃7ンコト。
二穴、通シ切符チ登行シタ1レ場合二於ケ・ン族客運逡人ノ責任二關ス・レ規定チ設ク群
コ1・。
二七、航空運送二關ス7ン規定チ商法中二設グ7ンコト。
　　　　　第九章　寄　　　託
二八、商法第三五四燦第一項チ第三七六縢ト同趣旨二改ムァレコト。
二九、商法第三七二條二「其裏書入」トアPレチ「其第一裏書人J二改メ、且ツ同條
第二項及第三七三條チ割除ス7レコト。
三〇、混蔵倉庫二關スノレ規定チ設めレコト。
第四篇　手 形
　　　　　第一章　総　　　則
?、 手形ヨリ生ジタψ籏穫ガ時敷二因リテ潰滅ジタノレ｝キハ債務者ハ時敷ノ援用チ
爲サザ・レモ直二手形利得償還請求チ爲ジ得ノン規定二改ムψコト。
二、商法第四九〇燦第二項ノ規定チ割除ス7レコト。
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三、跣二引受アリタルー覧後定期沸爲替手形二付キ其定期ノ起算鮎二關ス7レ規定チ
設グアレコト。
四、敷人ノ支携人叉ハ引受人アァレ場合二於ケψ所持人ノ前者二封スル権利ノ行使又
ハ保全二關スル規定チ設クノレコト。
五、銀行チ支沸人支携場勝叉ハ支沸搭當者トスウ爲替手形及ビ約束手形並二銀行チ
振出入トス1レ約束手形ニモ商法第五三三峰ノ三及第五三四條第二項ノ如キ規定チ
設グ1レコト。
六、爲替手形及約束手形ニモ第玉三四條第一項ノ如キ規定チ設グかコト。
　　　　　第五篇　海　　 商
?、 商法上ノ船舶ノ意義チ螢利ノ月的チ以デ航海ノ用二供ス1レモノト改ムァレコト。
二、船主責任制限二付キ執行主義チ探り、倫ホ船主ハ海産二相當スか金額チ供託シ
テ其責チ免レ得」レ趣旨二改ムシロト。
三、航海中船主ノ攣更アリタ7レ場合二於テ、船長二付テモ商法第五八四條ト同趣旨
ノ規定テ設めレコ1・。
四、蓮迭品ノ受領後船積前二登行γタノレ離荷護券ノ敷力チ認ム〃規定チ設ク7ンコ
ト〇
五、共同海損二於ケ7レ因果主義チ残存主義二改ムァンコト。
第三編　商　行　爲
　　　　　第十章 保　　瞼
?、 総則チ設ケ各種ノ保瞼二關スル通則チ整理統一スァンコト。
二、保瞼仲立入及ビ保瞼代理商（相互會証ノ仲立人及ビ代理店チ含ム）二關スル詳
細規定チ設クァレコト。
三、保瞼チ財産保瞼ト人保瞼トノニ種二大別シ此匠別二從ヒテ規定チ排列スルコ
ト〇
四、財産保瞼ノ意義♪・斯謂財産生命保瞼　（Sac五lebensversic五erlmg）チモ包含スァレ
様二之チ定幻レコト。
五、當事者ガ保瞼慣格チ協定セザかトキハ契約締結當時ノ憤格ヲ』以テ保瞼債絡トス
學部並に學會報告 ■9
ヌレ旨ノ規定チ設〃アレコト。
六、重複超過保瞼二付キ其同時重複タ7レト異時（相次）重複タ7レトチ問ハズ割合分
澹主義チ探用シ（三入七條第一項ノf同時二」ナノレ丈字、同條第二項及ビ第三八
九條チ削除ス7レコト）且ツ支沸不能ノ保瞼者ノ分澹額ハ之チ他ノ保瞼者チシテ貢
憺セシムアンコト。
七、第三九五條チ削除ス7レコト。
八、保瞼ノ月的ハ性質、暇疵叉ハ其自然ノ溝耗二因リテ生ジタル損害ハ特約アァレ場
合二限リテ保瞼者ハ之ガ填補ノ責二任せザル趣旨二改メ（三九六條、六六七條第
一號）且ツ自然ノ消耗二因ンレ損害チ墳補スベキ場合二付キ第六六入條ノ如キ菟責
割合ノ規定チ設グノレコト。
九、告知義務ノ範園チ保瞼會肚ノ作成セル質問表記載事項ノミニ限定スノレコト。
一〇、損害防止費用ノ員旛二關スψ第四一四條ノ規定二反スァレ特約ハ之チ無敷トス
か旨ノ規定チ設めレコト。
一一、第四一六條第一項二「其損害ガ家族ノ過失二因リテ生ジタァントキハ此限リニ
在ラズ』トノ但書チ追加スァレコト。
　　　　　　第五編　海　　 商
　　　　　　第六章　保　　 瞼
?、? 陸蓮絡ノ積荷保瞼及ビ繋船叉ハ試蓮韓中ノ舩舶保瞼二關スァン規定チ設グァレロ
　トo
二、船舶ガ到達港昌達シタノン後不可抗カニ因リテ他港＾遽難シ叉ハ不可抗カニョサ
積荷ノ陸揚地チ憂更シタル場合二於テモ保瞼者ノ責任チ認ム7レ規定チ設クァレゴ
　ト〇
三、第六七〇條第一項ノ場合二於テモ保瞼者ノ墳補スベキ損害額ハ第六六九條ト同
一ノ標準二依リテ之チ定ム7レ趣旨二改ム7レコト。
：右の内主査委員會の可決を経て答申されテこものは次の如きものであろ。
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　　　　　商法改正要項答申
　　　　　　　　　　　　早稻田大學
　　　　第一篇　総　　　則
一、商法第二條ヲ屡止スルコト。
ニ、商法第四條ノ商入ノ意義ヲ左ノ如ク改ム。
イ、一定ノ行爲ヲ螢業トスル者ヲ商人トシ、其行爲ノ種類ハ
　之ヲ法文二列墨スルコト。而シテ列墨スベキ行爲ノ範園ハ
　商法第二六四條所定ノ行爲ヲ基礎トシ之二第二六三條第一，
　號第二號所定ノ行爲、挽船行爲、質屋業、金貸業ノ金融二
　關スル行爲、信託ノ引受（信託法第六條ノ規定ヲ弦二移ス）
　廣告ノ引受及通信二關スル行爲等ヲ附加スルコト。
　　街ホ商法第二六三條第一號第二號及第二六四條所定ノ行
　爲ヲ廣ク財物供給行爲ト云フ如キ名稗ノ下二一一括シ其中二
　特許権、磧業権、砂鑛探取権等ノ供給行爲ヲモ包含セシム
　ノレコトo
回、各種ノ會肚、保瞼相互會融ノ如キ其目的タル事業ノ如何
　ヲ問ハズ総テ之ヲ商人トスルコト◎
　（滲　考）
　　第三篇商行爲総則二商入ノ螢業上ノ行爲ヲ商行爲トスル
　　規定ヲ設クルコト。
≡…、不正競業禁止規定ヲ商法中二叉ハ軍行法トシテ設クルコ
　トo
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四、商法第二一條ヲ改メテr其登記ヲ爲スコトヲ要ス」トシ第
一二條ノ支配ヲ受ケシムルコトQ
五、自己ノ商號叉ハ氏名ノ使用ヲ他人二許シタル者ノ責任ヲ適
當二規定スルコト。
：六、商法二商業使用人虹二商業徒弟ノ保護、敏育二關スル規定
ヲ設クノレコト〇
七、代理商昌關スル規定ヲ第三篇、仲立螢業ノ前二移スコト。
八、交互計算、匿名組合ノ規定ヲ総則編二移シ、交互計算ノ規
定ハ商業帖簿ノ規定ノ次二、匿名組合ノ規定ハ商業使用人ノ
規定ノ次二置クコト。
九、商法第三九條ノ趣旨ヲ籏張シー般ノ代理商ヲモ包含メノγヤ
ウ改ムルコト。
　　　第二篇　會　　　紅
　　　　第一章　総　　則
?、? 行爲ヲ業トスルト否トヲ問ハズ、一般二螢利ヲ目的トス
ノレ肚團法人ヲ會杜トスルコト◎
　（會祉ハ総テ之ヲ商人トスルコト。総則答申第二項ノ・参照）
＝、會杜ノ種類中二有限責任會祉又ハ：私會瀧ヲ加7ルコト。
三、株式合資會杜ハコレヲ屡止スルコト。
四、會杜ガ破産シタル場合二於テ其業務執行者ハー定ノ期間内
他ノ會杜ノ業務執行者トナルコトヲ得ザル旨ノ規定ヲ設クル
コトo
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五、會祉合併二關スル共通規定ヲ會祉法総則中二移スコト。
　（例之、第七八條乃至八二條）
六、會批ノ定款ハ之ヲ公正謹書トスルコト。
七、登記ヲ以テ會肚成立蛇二資本増減ノ要件トスノシコト。
八、會杜ノ解散命令ノ規定ヲ擾張シテ利害關係人ヨリモ之ヲ請
求スルコトヲ得ル規定ヲ設クルコト。
九、會肚ノ解散事由中ヨリr目的タル事業ノ成功叉ハ成功ノ不
能」
　（第七四條、第一〇五條、第二二一條）ヲ削除シ、前項（商
法第四七條、第四八條）ノ解散命令ヲ爲シ得ル場合二加フル
3トo
－O、各會杜二共通ナノン規定ニシテ各章二散在スルモノ頗ル多
キガ故二之ヲ會肚法総則二一括シテ規定スルコト。
　　　　第二章　合名會紅
一一、第六〇條第一項ノ無限責任祉員ノ次二取締役ヲ加フルコ
トo
一二、第七九條第三項ノ規定ヲ創除スルコト。
　　　　第三章　合資會硅
一…、第一一二條ノ規定ヲ第五九條ト同ジク他ノ杜員ノ承諾ヲ
以テ持分譲渡ノ封抗要件トスルコト。
　　　　第四章　株式會壮
一四、株式會肚ノ規定ヲ會肚篇総則ノ次二繰上グルコト。
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一五、株式會杜ノ公告方法ヲ嚴重ニスルコト。
一六、現物出資ノ履行昌關スル規定ヲ設クルコト。
一七、會祉設立ノ場合二於テモ優先株ノ登行ヲ認ムルコト。
一八、後配株ノ制度ヲー般株式會祉二認ムルコト。
一九、會祉設立及増資ノ場合二於ケル槍査ハ公設機關ヲシテ之
二當ラシムル制度ヲ設クルコト。
二〇、株式會杜ノ企業目論見書ヲ作成シタル場合二之二關スル
取締及責任二關スル規定ヲ設クノレコト。
ニー、株式申込謹ガ法定ノ記載事項ヲ欠鉄セル場合ト錐モ・設
立登記以後一定ノ期間ヲ脛過シタルトキハ申込ノ無敷ヲ主張
シテ株主ノ責任ヲ菟ルルコトヲ得ザル旨ノ規定ヲ設クルコ
ト◎
ニ：＝、株式譲渡ノ制限叉ハ禁止ヲ登記事項蛇二株券ノ記載事項
ト，スノレコト　　　O二三、第一五〇條晶株式名義書換二付キ會肚二遅滞アル場合ニ
ハ此限二在ラズトノ規定ヲ設クルコト。
二四、會肚ガ自己ノ株式ヲ譲受ケ得ル場合ヲ認ムルコト（例之
信託、問屋、其他横濱正金銀行條例第一二條第一三條ノ如キ
場合）。
＝：五、株券喪失ノ揚合二公示催告ノ手績二依り無敷宣言ヲ爲シ
得ル規定ヲ設クルコト。
二六、株主総會ノ招集場所ハ定款二一定ノ揚所ノ定メナキトキ
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ハ本店所在地二於テ開クベキ旨ノ規定ヲ設クルコト。
二：七、會杜ノ螢業ノー部譲渡ノ場合ニハ株主総會ノ決議ヲ経ベ
キ旨ノ規定ヲ設クルコトQ
＝八、第一七五條ノ無限責任杜員ノ次晶取締役ヲ加7ルコト。
二九、監査役ハ株主タノレヲ要セズトスルコト。
三〇、監査役中少クトモー名ハ公選トスルコト（破産管財入選
任ノ｛列滲酉与。）
…一、株主総會二提出スベキ書類二關スル規定ヲ詳密ニスルコ
ト〇
三二、從業員ノ積立金ト預金ヲ保護スル規定ヲ設クルコト。
三三、無捲保祉債ノ場合二於テモ甦債椹者集會ヲ認ムルコト。
三四、定時株主総會招集ノ憐怠二封シ罰則ヲ明定スルコト。
　　　第三篇　商　行　爲
　　　　第一章 総　 則
一㌦運逡業及倉庫業二付テハ別二之二關スル業法ヲ設クノレコ
トo
ニ、第二六三條及第二六四條ヲ削除シテ商入ノ螢業上ノ行爲ハ
之ヲ商行爲トスル規定ヲ設クルコト。
三、第二六六條但書r本入ノ爲メニスルコト」ノ下二「過矢ナ
クシテ」トイ7文字ヲ追加スノレコト。
四、自紙委任状附記名株券及無記名株券ニモ第四四一條ノ規定
ヲ準用スノレコト。（第二八二條）。
墨部競に學會報皆 25
　　　　第二章　費　　買
五、商事費買ノ規定中二C迂及：F・b契約ノ如キ特殊ナル費買
二付規定（危険及所有権ノ移韓時期責主買主ノ権利義務二關
スノン規定）　ヲ設クノンコ『ト〇
六、商入間ノ不特定物費買二於テ受取リタノレ物二蝦疵アル場合
二於テ債務ノ本旨二適シタル物トノ引換ヲ要求シ得ベキ旨ノ
規定ヲ設クルコト（第二八八條撃照）。
七、仲立螢業ノ規定ノ前二代理商二關スル規定ヲ移スコト。
　（本答申第一篇第七項滲照）
　　　　第六章　問屋螢業
八、第三一七條ノr取引所」ヲ廣クr公ノ市場」ト改ムルコト。
　　　　第t章　　運逡取扱螢業
九、相次運迭取扱入ハ委託者又ハ運迭晶ヲ受取ルヘキ者二封シ
テ直接責任ヲ負フベキ旨ノ規定ヲ設クルコト。
　　　　第八章　運逡螢業
一〇、貨物引換謹ニハ荷逡入ノ外二名宛入ヲ記載スルコトヲ得。
名宛入ト荷迭入ト別人ナルトキハ名宛人ヲ以テ第一ノ権利者
トスル旨ノ規定ヲ設クルコト。
一醐、第三三九條ノ相衣運迭ノ意義ヲ明確ニスルコト。
一二、通シ切符ヲ登行シタル場合二於ケル族客蓮迭入ノ責任二
關スル規定ヲ設クルコト。
一三、航塞蓮迭二關スノン規定ヲ商法中二設クルコト。
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　　　　第九章　寄　　託
　　　　第二節　倉庫螢業
一四、混藏倉庫二關スル規定ヲ設クルコト。
　　　　第十章　保　　険
一五、総則ヲ設ケテ各種ノ保陰二關スル通則ヲ整理統一スノレコ
“トo
一六、保陰ヲ物保険ト入保陰ノニ種二大別シ此画別二從ヒテ規
定ヲ拶B　班スノレコ『ト。
一t、財産保険・ノ中二物的滑1耗保険Sac：hlebensversicher㍑ngヲ
認ムルコト。
一八、重複超過保瞼二付キ其同時重複タノレト異時（相次）重複タ
ノレトヲ問ハズ、割合分鑑主義ヲ探用シ（第三八七條第一項ノ
「同時」ナル文字、同條第二項及第三八九條ヲ削除スルコト）
且ツ支彿不能ノ保陰者ノ分澹額ハ之ヲ他ノ保険者ヲシテ負捲
セシムノシコト　　　　o一九、第三九五條ヲ削除スルコト。
ニ○、保陰ノ目的ノ性質、蝦疵又ハ其自然ノ消』耗二因リテ生シ
タル損害ハ特約アル場合二限ソテ保瞼者ハ之ガ填補ノ責二任
セザル趣旨二改メ　（第三九六條、第六六七條第一號）且ツ自
然ノ浩耗二因ノレ損害ヲ填補スベキ場合二付第六六八條ノ如キ
冤責割合ノ規定ヲ設クルコト。
二一、告知義務二付保険會杜ノ作成セ～レ質問表二記載セサノレ事
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項ヲ理由トシテ契約ヲ解除スルコトヲ得ザル規定ヲ加フルコ
ト◎
二二、損害防止費用ノ負捲二關スル第四一四條ノ規定二反スル
特約ハ之ヲ無敷トスル旨ノ規定ヲ設クノレコト。
二三、第四一六條第一項二其損害ガ家族ノ過失二因リテ生ジタ
ルトキハ此限二在ラズ」トノ但書ヲ追加スルコト6
　　　　第四篇　手　　　 形
　　　　　第一章　総　　則
?、?? ヨリ生ジタル債権ガ時敷二因リテ浩滅ジタノレトキハ所
持入ハ手形債務者晶封シ時敷ノ援用ヲ爲スヤ否ヤ確答スベキ
旨ノ催告ヲ爲シ得ノレ規定ヲ設クルコト。
＝、銀行ヲ支彿入支彿場所又ハ支彿擦當者トスル爲替手形及約
束手形並二銀行ヲ振出入トスル約束手形ニモ第五三三條ノ三
及第五三四條第二項ノ如キ規定ヲ設クルコト。
三、爲替手形及約束手形ニモ第五三四條第一一項ノ如キ規定ヲ設
クルコト。
　　　　第五篇　海　　　 商
一、商法上ノ般舶ノ意義ヲ螢利ノ目的ヲ以テ航海ノ用二供スル
モノト改ムルコト。
ニ、般主責任制限二付委付主義ヲ改メテ船主ハ航海ノ終二於ケ
ルー定ノ海産ノ憤額ヲ限度トシテ責任ヲ負フ主義ヲ探ルコト。
三、航海中船主ノ攣更アリタル場合二於テ船長二付テモ第五八
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　四條ト同趣旨ノ規定ヲ設クルコト。
四、蓮途晶ノ受領後船積前晶楼行シタル舩荷謹券ノ敷力ヲ認ム
　ノレ規定ヲ設クノレコト〇
五、共同海損二於ケル因果主義ヲ残存主義二改ムルコト。
六、繋般建造又ハ試運轄中ノ般舶保険二關スル規定ヲ設クノレコ
　ト〇
七、般舶ヵ到達港昌達シタル後不可抗力二因リテ他港へ避難シ
　叉ハ不可抗カニ因リテ陸揚地ヲ獲更シタル場合二於テモ保険
　者ノ責任ヲ認ムル旨ノ規定ヲ設クルコト。
八、第六七〇條第一項ノ場合二於テモ保険者ノ填補スベキ損害
　額ハ第六六九條ト同一ゾ標準二依リテ之ヲ定ムル趣旨二改ム
　ノンコト　　　o
　　　　　　◎助手碕究會報告
昭和五年度に於けろ當學部助手研究會の経過次の如し。
第八回助手研1究會　昭和五年一月十入日　於恩賜館會議室
L研究題目一「法律の解繹並に適用に就いて」、野村李爾君が議事進行に當ろ。
2・決議事項一次同に於いて辮謹法の講演を蕩くべしとの提案あり、可決す。
3。出席者一寺尾、中村（萬）、中村（宗）、大濱、長場、井上、野村、金澤、江家、
和田、山口、齋藤、黒板、水田の諸氏。
　　　　硯究要旨
當日研究し7こる要螺占を』列暴’すれば次の如し。
（1）所謂「法律の解繹」とば何ぞや。
（2）「法律の解繹．ば學として成立し得ろや。
（3）　e法律の解繹」はマノンキシズムの立場ザら如何に見られろザ。
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（4）　「法律の解繹Jに於けろ具艦的袋當性の債値如何。
（5）自由法學と「法律の解繹」との關係如何。
　第九回助手研窺會　二月入日　於恩賜館會議室
1・研究題目一「辮讃法に就いて」和田小次耶君より講演あり。
2・決議事項一中村宗雄敢授より判例研究の提案あ弓、可決す。
　中村宗雄数授より醤學生セツト・レメント闘設の提案あり、その決定を次同に延期
す。
3・出席者一一寺尾、中村（宗）、長場、井上、野村、金澤、江家、和田、山口、齋
　藤、黒板、水田の諸氏。
　　　　　　　　　　　　　　礁　窺　要　旨
　カントは認識封象界としての規象の世界と超縫験的世界とを峻別して．一方に於
てば認識の限界を定めて、それの善遍袋當性即ち客齪性を批鋼し、他方に於て経験
の蓮し得ざろ超緯瞼的世界を以て純粋理性の推理に俵ろ形而上學の領城であろとし
そこで彼の先験的i辮護論を論じて居ろ。從て彼の先験辮謹論は感性内容に全く關與
せざろ純粋理性の推理に俵ろ純縛理念的膿系の幾判を任務として、純縛理性の論過
や二律背反や純粋理念を論究すろのであ．ろ。
　カントの二元論はフイヒテの槻念論的一元論に俵て騙逐せられろ。現象は形式的
にも内容的にも入間精紳の産物以外の何ものでもない。客観主齪ば一標に絶罫的自
我の産物であろ。絶i封的自我は自』己の活動に俵て非我即ち具膿的客麹的世界を造出
すろ。ザくて、自我ば形而上學的に不動的な不攣的な存在では塵くて、蓮動であり
活動であろ。自我の活動ば内的必然性に俵て行はれろ所の辮言登法的過程の形式に於
て現はれろ。ザくてフイヒテの麹念的一元論ば一貫して辮護法的であろ一眞の存在
テころ絶封的自我ば内在的合則性に從ふ所の辮謹法的過程であり、永蓮の創造であつ
て、凝固しテ、不憂的な存在でばな）’o
　フイヒテの後鐙者γエリングに於ては實在論が支配すろ。彼は自然と精神を軍・一
の本艦郎ち縄封者の第一次的麟性であろとすろ。縄封者は主齪と客観、自然と精紳と
の統一であろ。それは自己獲展の結果精紳と物質、主観と客擬とに分化すろ。彼に
於ては客灘的なろものも主擬的なろものも一様に絶封者の自己饗展の法則に從ひ、
同一の實在的根源を有して、同一本贈の二面を現ばし、叉軍．一の實髄、軍一の過程
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の二の李行的系列をなすのであろ。自然と意識、思惟と律在、客齪的なものと。圭観
的なものとはその根底に於て同一の原因塾同一の根源を1有すろものであつて，同一一
の法則に支配せられろ。
　だが、フイヒテに於てもシエリングに於ても絶i封的なものを把捉ずるのは知的直
観であつて、反省的悟性的思惟でばない。思惟に依て最高眞理を認識ずろことは彼
等に於て断念ぜられて居ろのであろ。絶封的なものと相封的なものとの綜合統一は
彼等に於ても未だ不完全であつテこ。
　辮謹法ば！、一ゲァレに於てその頂鮎に§垂ずろ。＾一ゲツも亦カントと同様に客観的
諸實在を主翻ザら蜀立にそれ自暑豊に存すろものとすろ猫断論を排斥し、從て、客観は
主齪に惰篠するものであろといふフイヒチ的立場を是認して，主観の産出能力を認
める。だが、＾一ゲシにとつてはジエリングの如く主翻と客観、自我と非我、思惟
と存在とは同一であろ。唯だその同一性はシエリングの如く知的直観に於てのみ現
はれ、それを以て究極的のものとすろのと異つて．更に進んで、この絶封的同一性
を彼の哲學罷系の根本要素として把捉し、それ自骨豊をT｝よesigとして、それを以て
彼の哲學の出婁黙とすろのであろ。彼に於て、この統一艦ば凡ゆろ亀の、総艦概念
であり、全膿的なものであつて、凡ゆろ實在性も観念性もそれ自艦に包括すろ具艦
的なろ概念テこるべきであろ。これを彼は絶罫繕紳と呼ぶ。この絶劃精紳の自己饗展
が郎ち彼の辮謹法である。だが、彼の哲學艦系の出登黒辞こる縄封的精瀞ば何ら被制
約的内容を有すろものでばないが故に反省的思惟の立場ガらすればそれ自艦空盧で
あろを免れ得ない。全膿概念が眞に形式内容の綜合であろ7こめには、郎ち直槻と思
惟との統一であろカめにばこの内容的空虚が充實せられればならぬ。これに俵て形
式内容の綜合であり、思惟と存在との統一であろとせらろ㌧具艦的全髄郎ち絶封精
瀞が基礎づけられろのであろ。彼に於て辮誰法はこの絶封溝紳の自己登展δ過程で
あり、自己充實の過程であろ。ザくて、〈一ゲシの哲學膿系、從て、彼の辮護法は具
膿的全膿としての精神ザら出獲すろが、その絡局に於て再び具膿的全膿としての精
紳に復鱒すろ。言は恩再蹄的毅状を成す所の一の哲學膿系である。絶封精神ば自己
i運動に依てそれ自膿ansichに封立する所のf廿rsichを定置すろ。この封立を止
揚して復簸ぜろ精紳が絶罫知であり。それ自身叉不断の蛋展であろのであろ。
　＾一ゲ・レのi辮謹法的髄系は縄封蒲神の自己駿展膿系であるが、それは具膿的全艦
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とザ具髄的現實とガ言ふが畢覚概念であろに外取らぬ。それは具禮的個別的経験的
：事象への適用に於て何らの権利をも有すろものでは血い。唯物辮詮法の立場ザら逆
立せる辮謹法と言はれろ所以である。
　左翼＾一ゲリアンテころフオイエ膨バツハが＾一ゲ7ンに於けろi辮詮法を閑却して、
その麹念論を唯物論に韓化しナこ。フオイエァレバツハの唯物論と彼に俵て閑却ぜられ
歌辮言登法とはマノレグスに俵て綜合ぜられ☆。＾一ゲノレ、フオイエルバツハ及びマか
クスの問にば辮鐙法的關係が存するとも言はれろのであろ。
　第†隠跡手珊窺會　三月一日　於圖書館特殊研究室
1．研究題揖一「水利妨害被告事件　　昭和四年（れ）第ニニ七號、昭和四年六月三
　ロ判決、集第入巻第三〇二頁」の列例研究．齋藤金作君より獲表あり。
＆出席者一中村（萬）、中村’（宗）、外岡、長場，野村、金澤、江家、和田、山口、
　齋藤、黒板、水田の諸氏。
　　　　　　　　　　　　　　醗魔　要　旨
　ハンムラビ法典を生んだ、メソポタミヤの雫原は、チグリス随ユウフラテスの爾
河にぶつて、はぐくまれ7こものであつて、あすごザも、それは埃及のナわレ河に於け
ろが如きものであろと云はれてゐろ。そして、その比類なき丈化も、一度蜜族の侵i
入に遭び長年月を費して完成ぜる灌漸工事の一朝にして破壌し去らろるや再ぴ昔日
の面影を見ざろに至つれと欝せられてゐろo
　寳にや、水利と丈牝とば、特にそれが農業國なる場合に於て密接不離の關係にあ
ろものであろ。從つて我國古代の刑法に於ても「樋放」「溝埋」の法縢を置き、叉現
行刑法に於てもその第一二三條に水利に關する罪といふことを規定すろのである。
　近時産業組織の攣革は叉保守的な農業組織の中てこえ優入し、特に、水力電氣の問
題として、農業封工業、灌瀧水利醤工業水利の關係に於て盆々紛糾し、いよい二難
問を誘饗すろに至つた。郎ち、現今に於けろ水利問題ぽ、ザつての如く軍に灌濫水
利封灌概水利の問題：7こるのみならす、工業水利封灌潅水利の問題をも含むこととな
つテこのであろo
　然ろに、我國の現状は、それに役立つべき法制に於て鉄くろ望．のあろのみならす
學的勢作に於ても亦見ろべきもの面く、年々歳々、敷多き「水に關すろ訴訟」は、
総て、鋼例と地方慣習とによつて、わづ℃》に解決せられてゐろにすぎぬ。私はわれ
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われの助手研究會に於けろ、判例研究第一同の問題として、主として刑法の齪黒占に
立ち此の水利に關すろ一の開例を取：扱ふてみ乗のてあろ。其の概要：を摘錐すれば次
の如くであろo
　（一）研究ぜろ列例
　流水使用櫻と水利妨害罪（水利妨害被告事件．昭和四年（れ）第二二七號一昭和
四年六兄三日判決、集第入巻第三〇二頁）参照條文（刑法第一二三廃、民法第二一
九條）
　（要旨）公共の水路より一私人の所有地を通過して流下すろ水を下流に於て慣習
上使用すろ灌嘱を有すろ者あろ場合に、上流地所有者が放意に水路を墾塞して流水
使用の途を紅縄しナころときは水利妨害罪を構成す。
　（事實）編島縣大沼郡旭村、坂内ハ7ンイ、横山牛李、鈴木忠藏、坂内泉、眞部儀
作等ば、各勝膚耕作せろ同村大字三寄字大道端字松原字i藥師堂所在の水田約三町歩
の灌瀧用水として、同村博士街這に澹ひて流ろろ新堀より被告人所有の同村大字三
寄字馬之墓六百七十九番地畑地の畑地内を流下せろ水賂に8りて、二十年以上引綾
き流水を使用し來7こり、以て同地方の慣行に基き流水使用の権利を取得しすこるもの
なセ1。従て被告入も右下流田地の所有者にi封してば、猴りに流水の使用を妨ぐるを得
ざろ身犬況なりし虞、傲慢不遜・なろ被告は該珪犬況を言忍識せろ、も是れ固より其の意に満
れざろ駈なると、且つは、坂内ハシイの父國藏に封し宿怨禁じ難きものありしより、
大正十五年四月十八E右所有畑地内の箇勝にして、同所；り約敷†問下流に；在ろ前
記坂内・・7レイ等の田地に灌瀧ずべき唯一の水路（幅約～尺五寸深さ約一尺二寸）を
枠久三久伍の爾名に命じ、漫りに土砂を以て長き三間程埋浸雍塞し、因て、以て、
前記坂内ハァレイ等の流水使用の途を杜絶し、其の水利を妨害しテころものなり。被告
人及辮護人は、本件用水路は破告入の所有畑地に附驕する衛堀なれば．被告人に於
て任意之を閉塞すろも所有櫨の行使に外ならざろを以て．犯罪を構成ぜざる旨辮疏
しテこり。
　（二）研究の方法
　主として刑法の齪黒占に立ちしが故に、問題の誠朋も亦、水利妨害罪より之をな
しテこ。即ち、以下の諸黒占に就いて、私の研究ぜろところを述べ、之れに封して諸先
生、會員諸：君より種々の敢示と、質間とを受けテこのであつすこ。
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　（論　　難占）
：L　水利妨害罪に就て
　（1）我國に於けろ制度の攣遷。
　（2）剣例のi墜遷。
　（3）學設の概要。
IL：水利櫻に就て
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
　第十一圃助手研窺會
L研究題目一「損害賠償請求事件一自已の名義を使用せしめ7ころ者の責任一
　昭和三年（オ）第一二三〇號同四年五月三日大審院第一民事部判決破棄差戻」の判
　例研究、黒板駿策君より登表あり。
2・出席者一寺尾、中村（宗）、大濱、外岡、長場、井上、金澤、江家、和田、山
　ロ、齋藤、黒板、水田の諸氏。
　　　　　　　　　　　　　　研　寵　要　旨
　〔事實〕本件の事實を要約すれば次の如くであろ。上告人（被控訴入、原告）甲
は訴外乙に玄来三六入俵を萱渡し、同人を荷受人として莫の運迭を訴外某運迭會薩
術代理店に委託し貨物引換護の交付を受け7こ。而て丙代理店ば更に破上告會証（控
訴入、破皆）丁の隅田川支店に其の着騨蓮迭取扱店7ころことを委託し、貨物引換謹
登行の旨を通知して右玄来を同支店に迭付し7こ所、同支店の運迭取：扱事務に從事し
てゐ☆訴外戊は貨物引換讃との引換なしに右玄米を乙に引渡し、爲めに甲は右玄来
の所有穰同牧不可能に照り、其の債格五七七四圓五〇鏡相當の損害を蒙つアこ。そこ
で甲は是れは丁會肚の破用者すころ戊が同會批の事業の執行に付き甲に加ヘテこ損害で
あろとして、丁會薩に封し右金額及之にi封すろ訴状迭達の翌日以降完濟に至る迄年
五分の損害金の支沸を求めすこ。之にi封し丁會薩は、同會杜隅田川支店なろものは事
水利擢の概念。
刑法上の勝謂水利権とその判例。
民法上の水利権とその判例。
河川法上に於けろ水利櫨の概念。
水利櫨成立の要件。
櫨利行使の限界、就中、櫨利の胤用とその鋼例に就て。
　　　　　　　五月三日　於圖書館特殊研究室
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實上戊個人の経螢に係ろもので同入が鐵道省の公認を受けて居らぬ爲め便宜上同會
肚が右支店名義の使用を許し右支、彗を同會薩の支店として登記し鐵道省に醤しても
同様の屈出をしてゐろに過ぎない、事實上同會肚の支店でなく從て戊は鞍用者でな
いザら戊の行爲に因ろ損害に關し同會識に賠償の責任はないと抗辮しすこ。
　〔凋旨並に幾判〕　問題の中心は丁會肚に民法第七百十五條の使用者の責任を認む
べきや否やの黒占に置ザれすこ。第一審は肯定し．控訴審は否定し7こが．大審院は再び
肯定的態度を探つテこ。而して此の結論に到達すべく制例ば民法第百九條の表見代理
の理論を慮用せんとしテこ。師ち判例ば支店名義を使用ぜしめヱころ事實を以て、「同
支店ト取引チ爲ス第三者二醤シテ該支店ノ事實上ノ経螢者ハ同支店ノ業務二屡スノレ
総テノ行爲チ破上告會肚二代リテ爲ス櫨限チ有スル旨表示シタルモノ」であり、随，
て丁會批は貨物引換謹と引換に玄米の引渡を爲すべきことが右支店の業務に屍すろ
婁上戊の爲しす、右7）引渡に因り甲に生じテこ損害に付き「自己叉ハ其被用者力右ノ引
渡チ爲シ掬レト同檬ノ責・任スベキモノ」とすろ。併し代理關係の使用關係へZ随
俘は必然的でナよいザら、表見代理の齪念の援用は、本件が債務不履行の問題として
論ぜられろ場合（商法第三百四十四條）なら現に角、民法七百十五條の問題として
は不適當であろ。判例は叉其の損害の獲生は支店名義を使用せしめ7こことに基因し
且っ被上告會肚の通常豫期し得べき範園に属してゐろと述べてゐろが、此の鋼定は
相嘗因果關係の範園を超えてはゐナよいであらうザ。私は本件に於て其の事實關係を
承認しつつ之に民法第七百十五條を類推適用することにより解決を得了こいと思ふ、
私は類推適用の可能性を以下の諸黒占に求める（一）雨者の關係は眞實の使用關係と外
額上踵別することを得ナよい。（二）通常の事例に於て名義を使用せしめろ者ば名義使
用者よりも損害墳補の能力に富んでゐろことは使用者と被用者との場合に同じい。
（三）名義を使用ぜしめろ者は、使用者の如く被用者¢行爲の事實的敷果は受けない
が、民法第百九條により法律敷果を受ける。而して爾種の敷果は経濟的凝黙よりす
れば或程度の共通性を有すろ。薇ほ私は民法第七百十五條第一項但書の規定を名義
使用の許容に類推適用しすこいと考へろ。
　本鋼例を生んだものが取引安全の要求であろことは疑ひがない。資本主義と共に
獲蓮しテこ取引安全の要求は此の方面に於ける現行法の不備を訴へてゐろ。此の要求．
に適合すべき理想法への接近の手段として本列例は生れ、さうして其の是認を要求
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すろ。私はザうしすこ理由ザら本判例の結論を承認すろものであろ。
第十二圃助手研1寵會　六月七日　於圖書館特殊研究室
1．研究題目一「賃銀請求事件一大正十一年（オ）三五〇號同十一年五月二十九日
民二集一巻六號二五九頁」の興例研究、水田義雄震より登表あり。
2。決議事項一一前々同に提案あリテころ封學生セツト7ンメン｝の開設は否決す。
3。出席者一大濱、外岡、金澤、江家、和田、山口、齋藤、黒板、水田の諸氏。
　　　　　　　　　硯究要旨
荊例批評が同一ZF面上の議論、論理上のそれとして意識せられ賓行せられてゐテこ
時代はもう過去の事に囑すろ。鋼例批評は立膿的、襯念型態的のそれとして、趣小
部分にっ）・て蝦まあろが意識ぜられ實行せらろ』に至つすこ。法律本質論の差異はも
とより幾多の問題は、これ等の事實の正當な把渥なくしてはなし得ぬであらう。事
件は、期限の定めなき職工が賃銀値上げの要求をしアこ。大正九年三月の出來事であ
ろ。愈肚は慮じなザつ7こ。示威的な團禮的怠業になつずこ。會肚は「不稔ノ基動チ爲
シ業務二不誠實ニシテ怠業チ：事トセ7ン」は民法六二入條所謂「已ムコトチ得サ1レ事
由」ねろ故．これに8ろ解除をなし就業を拒絶し☆。上告入は怠業は同條の「已ムチ
得サル事由」ならす．從りて「民法六二七條ノ規定二從ヒ解雇後十四日分ノ賃銀チ
講求スル擢利チ有スルコトテ主張シ」7こ。大審院は、「已ムチ得サ1レ事由」とは「當事
者ガ雇傭契約チ締結シタノレ目的チ達スァンニ付重大ナル支障チ惹起スル事項ノ意義」
なりとして、團膿的怠業は「被上告人力雇傭契約ノ締結シタ・レ目的二背反スノレモノ」
なろ故、民六二入條により解除し得となし、且つ「勢働戦術ナルモノハ未ダ以テ合
法ノ行動ナリト謂フテ得ザレバ之チ論擦トシテ民法所定ノ已ムコトヲ』得サル事由ノ
意義チ解決セントスヌレハ失當ナ恥と云つて居ろ。私が今爲さんとすろのは、論理
的細密に亘ろ批評ではない。その鮎では、鋼例民法、大正十一年度一五五頁以下の
末弘博士の評繹を見られ7こい。私は7こマ現行法上ストラィキ椹を肯定し、本事件を穫
利の行使として、第六二八條の適用なきを述べろに止めろ。現行法上ストライキ椹
は認め得ろザ。先づ第一に、吾々は治警法第十七條の慶止を想起すろ、第二、商法
六玉二條ノ入に、何故航海を終はろ迄に分配案の作成及び皆示を要求し了このであろ
℃㍉終航後の海員の溺さ從つて航海中のその強さを看過してはこの規定ぱ無意味で
あらう、何事が彼等の正嘗な要求を満足させ得ろ献、第三、勢働箏議調停法は何故
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限定的に事業の種類を列塞し7このザ、これは他の事業に關する争議は無干渉自由の
地位に置ザれテこと見ろべきであらう。第四、調停法は調停手績中の同盟罷業及工場
閉鎖を禁止して居らない、第五、調停委員會の決定は強制されて居らない鮎も亦そ
の根擦了こり得ろてあちう。第六に同法第十九條は一定の者以外の誘惑、煽動を禁じ
て居る、一定の者の行爲ば禁じて居らない、郎ち一定の者はストライキを許容せら
れ☆と見ろべきであらう。斯くて私は、明℃ーにストライキ権の存在を知り得ろ。理
論ば、概念ば、學設は、事實の、生活の、経験の後ザら僅にその破行的歩行をテこど
ろであらう。客齪的情勢の正しき把握なくして、理論を、概念を構成すろ事ば「學
者」の自已陶醇の役には7こつテこザも知れぬ。だがそれが「正義Jの名に於て強行ぜ
られ☆時、ギヤクプは必然的にザもし出され投ばならな℃畠つ☆。問題ば現行法上ス
トラィキ櫨ありゃ否やでばない、斯くザくの情勢に於いて、それを認むべきや否や
の政策のそれとして理解せられろ。勿論燦丈が一定限度の制限であろ事も同時に吾
々03ばつ・き・り矢口らね1ズならぬ事であろ。ストライキ権は認められろと私ば云っテこo
櫨利の行使は正嘗に奪重せられろに葬ざれば、目的を蓮し得ぬであらう。ザくて
ストライキ穫の行使が解除の事由テ助得とは考へ得ない、從つて、第六二七條によ
つても十四目分の賃銀請求は可能なりと思ばれろo列例が「已ムチ得ザル：事由」を
「當事者ガ締結ジタヌレ目的チ達スヌレニ重大ナァレ支障チ惹起ス7レ事項ノ意義」に解し、
末弘博士が「當該ノ事情アァレニ拘ラズー爾一日タリトモー引績キ雇傭チ纒綾ス
ベキコトチ要求スァレノハ杜會ノ通念二照シテ如何ニモ不穣i當ダト思ハレノレ場合」を
云ふとせらろろ相違も、立場の相違として考ふべきではあろまい℃’。鋼例の個々の
無占に亘つてば、前蓮の様に私は鯛れぬ。從つて私の立場ザら、この列例に關し云ひ
得ろことは客観的情勢に關する認識不足の貼であらう。
　第†1三陶助手研究會　七月五日　於圖書館特殊研究室
1．研究題目一「スラプ諸國法制史概齪」金澤理康君より講演あり◎
2・決議事項一法學部及び大學院學生中希望者は本會當番幹事承認の上傍悪を許
　すべしとの提案あり、可決す。
2・出席者一遊佐、中村（宗）、長場、井上、金澤、江家、和田、山口、齋藤、黒
板、水田の諸兵。
　　　　　　　　　　　　　　醗寵要　旨
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　スラプ人襲祥の地は不明であろ。恐らくガリチヤ地方なろべしと言はれてゐろ。
とも角、初め一民族なりしものが次第に東畝一圓に擾がつて敷多のtribeとなv〕、
十世紀頃にばそれ等は執れ・もIndependent　wholeを形成してゐ☆。然し、スラプ
人の歴史ば常に被征服の歴史であろ。從つて彼等に残されナこる自己主張の唯一の方
i法は奮慣の墨守であろ。自己を奪はれまいとすろ努力である。スラブ民族の諸法典
は皆之を目標としてゐテこ。
先づロγヤ地方を見ろ。所謂Russkaya　Pr飾deは：Russi我n　Justiceの意であろが、
傳へらろ、寓本には大髄三種あろ。JarOslavのPravd我，Jarosla▽の諸子のPravda
並に掻大：Pravdaであろ。最初のはKnエaz　tるJaroslav（一〇五四年死亡）の生
存中にまとめられテこ法規集であり、次のものばその補遺である。そして第三のもの
は二つの部分より成つて居り、前孚ばU乱dimir　Monomakh（一一二五年死亡）時
代の現行法帥ち前二者とその補遺とより成ろ艦系的法規集であり、後牟は十三世紀
に至ろまでのそれの年代記的補充である。而してそれらの淵源は、Kinazの命令、
慣習法に基礎を置く裁判所の鋼決、並に一部の：Byzantine法であつ7こ。但し、これ
等が凡て私入の手に成つ☆ものだといふことは見逃してはならない。
Psko▽勅書並にNovgorod勅書ば、軌れも十四、五世紀の作成に係り、此等の地
方に於けろ人民集會の立法穰限に關すろ、過去百鯨年問の法的慣習を成丈としテこも
のである。ustavnyja　gr翫motyの内容は非常に多岐に亘るが、大艦地方行政準則と
もいふべきもので、人民ばこれにぶつてその穰利を擁護しテこ。その最も古きものは
1）▽ina村に與へられテこ一三九七年の勅書であろ。Gubnyj＆gr＆moty　はこれ二り脱
牝しテこものであつて、一五三〇年頃より十八世紀に至ろ、いはΨ地方團艦施政準則
であろ。
　ロシヤに於てSudebnik（法典）の作られ☆のは一四九七年が最初であろ。尤も
その施行ば可なり後れアこ。内容は相當廣汎に亘り中央地方の法廷に關すろ法規、刑
i法、私法等を含む。材料は主としてgubnyja　gramotyより探つテこ。その後一六四九
年の委員會立法（soborgioje　ulozhenie）なろ集大成により敷多の外國法が探り入れ
らろろに至つ7こが、これは新薩會關係の蛮生に嘗り、擦るべき先例なき場合の已む
を得ざろ虚置であつ☆。慣習法は依然として重んぜられ、檀に之を攣更すろも忽ち
反抗により復奮ぜざろを得な）・欣態であつ7こ。一七一六年のPeter　Iの軍法（▽oinり
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skij　ustav）は一の刑事立法であつテこ。第一部は軍の編成に關すろものではあつすこ
が、その第二部第三部の軍刑法、訴訟法は一般人にも適用ぜられテこも¢）であろ。その
後一七〇〇年より一八三二年の長きに亘ろ立法委員會の努力により、ulozhenieを
基礎とすろ十五巻のロシヤ帝國法典の編纂を了し大が、種々の事情にて途に施行さ
れすして絡つ7こ。
　ζ次にPoland地方を見るに、彼地ば西方よりRomon　Cathoric　churchによつて
渡潤せられ、f曾侶の地位高く、而も國内は轍多の公國に分れ國家的統一なく、政治
も法律の統一も公國の範園を出ることは出來なザつ7こ。所謂1and乱は地方別にま
とめ上げられテこ潭習法であり、地方集會の決議と派遣官の承認とにより制定法の形
を探ろに至つ7こものであろ。これは十五世紀初葉に行はれテ：。Casimir大會によつ
て初められテこ法律統一事業は一四二三年のWarね法となつて實を結んだ。一五六
六年に着手され7こ法典編纂事業は、初めは委員會の手に8v，後私入の手により草案
の成ろこと屡々なりしに拘はらす、蓮にそれは法律と成ろに至らなザつテこoそして
一七九五年には國が滅びてしまつテこ。
　Bohem逸は元來スラブ入にぶつて開℃・れ☆地：方であろが、早くよセ）ゲ膨マンの植1
民により影響せられてゐテこ。十三世紀頃はスラブ系の慣習法が支配してゐアこのであ
ろが、一五一七年以來法典國とむり、その後屡改正が加へられテこが一六二七年途に
國と共に滅びてしまつ聡。Bohemi批に於て最も特色を登輝しテこ制度は記録所であ
る。王侯は行政を爲し裁判を行び得ろも父態にぶつて建てられ☆ろ生活秩序は攣更
すろことを得ない、といふ當時の思想に基き、尊重すべき前例（判例、の記録を爲し
それを保存する役所であつテこ。叉、裁判官の地位高く、最高裁判所の判決が全國を
拘束すろカを有してゐテこことは注目に値すろ。
　其他スラプ入はAdriatic滑岸、Croユtia内陸、Bulgar璃Ser▽ia等に分布してゐ
て、早くより慣習保存の爲に法典を制定し、叉同時に、被征服者7ころ彼等自勇の櫨
利を擁護すろに勉め了こ。Zakon　Vjnodoski（一二八八年）Politza法（一四入五年）
Veprinac法（一五〇七年）Irsat法（一六四六年）等皆然らざろものばない。
　第十四圃助手研究會　九月十三日　於恩賜館會議室
1・研究題目一「英國刑法史概槻」江家義男君より講演めり。
2・出席者一寺尾、中村（宗）、大濱、外岡、長場、金澤、江家、和田、山口、齋
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　藤、黒板、水田の諸氏。
　　　　　　硯寵嚢　旨
　刑法の本質叉は其れに規定せらろ㌧犯罪の概念は．その歴史的経過を他の祉會的
諸條件との關聯に於いて究明することにょり、勧めて明確に把握し得られろ。英國
刑法史の研究に當り、私は重黙を此虜に置く。
　古代英國は加ント族に占領されて居☆、然しやがて彼等はローマに征服せられ・
更にローマの政櫻が僅に饒命を保つてゐろ時、ゲノンマーネンの大移住が行ばれ☆o
當時彼等は定着的農業時代の段階に進んだ所の共産制を持ち父櫻的氏族制度をとつ
てをり、この状態は紀元入世紀頃まで綾いテこ。では彼等の刑罰法は如何、凡ゆろ原
始人に共通である如くゲルマーネンに於いても、侵i害に封すろ唯一の封策ば血の復
讐而ザも種族封種族の復讐であつ7こ。然し彼等が氏族制度の段階に進むや復讐は氏
族又は被害者の近親が行ふに至り、叢に同種族間の復讐が行はれ、やがで之れを避
くろテこめ賠償と云ふ途が考へ出され7こ。賠償は財産の蓄積が盛んに敵ろにつれて盆
々盛んに敵り、途に復讐が禁ぜられて賠償のみが現はろ、に至つテこ。共産制はやが
で崩壌して私有財産制が現はれ階級が分裂して．國王・軍人・牧師・大地主等の支配
階級が登場して來テこ。℃へろ杜會的條件の攣牝は刑罰法の攣化をも惹起し、當時初
めて所謂「犯罪」即ち國王叉は肚會の名の下に侵害者を罰すろ観念が生れ7こ。國王は
その居所を中、＆・として一定の範園をKing！s　Peaeeとし、その内で起つナこ浸害行爲
を凡て叛逆罪（treason）とし、之れにi封すろ塵罰権を握つすこのであろ。
　紀元一〇六六年ウイリアムが英國を征服しプこ。當時英國には荘園制度が生れつ、
あつテこがウイリアムも故國フランバの制度を移入して鼓に英國を全く封建制度り國
と化しアこ。彼は英國古來の貴族を抑塵する必要上、法治政策をとり、法の雫等なろ
支配をスローガンとして～般民衆の意を迎ふるに努め字こ。法治政策は法の登布適用
を司ろ國王に裁列の實権を與へ、叉法維持の必要上刑罰の嚴格化を齋らし℃。術此
時代に敏會の勢力強大となり、歌會は親族相姦、姦通等倫理的意義を持つ犯罪にi封
すろ虜罰椹を握つ7こ。但し敏會は其敏義に基き死刑を用ひなザつ了こので、俗人も鱈
侶の名の下に敏會の刑罰櫨に服し死刑を冤れ7こ、これを：Bene6t　of　Clergyと云3・。
　ザくすろ中に商工業が勃興して商工業階級の富祐を齎らし、途に彼等の自治櫨獲
得運動を惹起すろに至つテこ。租税その他の關係ザら彼等の利盆に均霊ぜろ領主建は
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被等と共に國王に封抗し7こ。ザくて十三世紀頃より王椹衰微の時代が始ろ。王穫の
i衰微は刑法の領域に於いて特に叛蓮罪（treason）の制限として現ばれ表o叛逆罪ば
國王の躬豊に封すろ危害にのみ限られテこ、群雌割擦時代のホト瀞りが蔑に冷め切つ
了こことを示すものであるo
　商工業の勃興に因ろ都市経濟の成立は荘園裡濟の攣革を件ひ農村に代納制度が始
つテこっ然ろにこの時欧洲全土にペストが流行し英國勢働者の約三分の一が減少し☆。
人口の減少ば勢働賃簸の暴騰となり領主は代納制度を欲しなくなつナこ、同時に支配
階級たる領主ば賃銀條例を獲布して賃銀の強制的低下を企んだ、蓮に農民封領主の
圏雫が始り虚々に農民一揆が勃獲し了こ。騒擾罪が始めて英國刑法史に現はれ表のは
此の時であろ。斯くして十六世紀に入ろ。
　跣に強大になりつ＼あつ7こ商人階級は、やがて外國貿易が盛んに噛なろにつれ盆i々
その富と勢力とを暦し、逡に彼等は支配階級の座席を窺ふやうになつテこ。彼等が支
酉巳階級となるには貴族階級を克服せねばならぬ、そこで彼等は一時國王に加捨し彼
をして貴族階級の克服に當らしめナこ。この目的の爲に設置ぜられ7こStar　Chamber
はLivery法の適用にょつて完全に貴族階級を克服し、叉商人階級擁護の爲め新に
丈書傭造罪。名碁駿損罪・詐欺罪を作り出し7こ。然し他方StarChamberは當時の
下層破支配階級たりし勢働者に罫しては断乎として抑歴の手を下しテこ。帥ち賃銀條
例を働行して賃銀の引下を計り、彼等の團結を禁止すろ爲め不法團結法を套布し或
は徒婁罪（Conspiracy）を新に作v〕出しなどし☆のであろ。
　貴族階級ば波落しブノレジョアジーの勢力は充實し7こ、王櫨の強大はブ1ンジョアジ
ーが支配階級とカろべき一過程に過ぎなガつ7こが故1こ、やがて後退し、十入九世紀
頃より王椹が衰へてプ1レジョアジーの議會政治が始つプこ。私の研究は今此塵まで進
んすごに過ぎない。後は後日を期すること、すろ。
　篤十五回助手班寵會　十月四日　於圖書館特殊研究室
1・研究題目一『ソフイストの自然法思想」和田小次鄭君より講演あり。
2・出席者一長場、井上、金澤、江家、和田、山口、齋藤、黒板、水田の諸氏。
　　　　　　　　　　　　　　硯　究　要　旨
　『はしがき一原始証會では法や道徳や慣習等¢）祇會的諸規範は未だ分牝せす』に
混然として一膿をなして居テこ。而して絡局に於て紳の意に基づくものと考へられて
學部拉に學會報告 4■
居むのであろ。●首代ギリγアでもその通りであつて、例へばデケーやテミス等の語
をとつて見れば分ろのであろ。だが、その様に規範の終局的根揉を紳に露ぜしむろ
原始肚會の考へ方は自然法思想とば別個のものであろ。自然法の擬念ば現實制度の
存立を認めて、それを超越し、その上に要請ぜらろ、法理念であつて、入間が現實の
制度や諸規範に封して懐疑的な批剣的な眼を向けろやうになつナこ時の産物であろ。
而してギ、賑ソアでは紀元前四、五世紀のソフイストに於てその現實破壌的な思想の
奥に自然法思想の芽萌が見られろのであろ。
　『杜會的環境一ソフイスト等をして窺存証會制度や諸規範に劃1して懐疑的幾判
的思想を抱℃ーしむろに到つテこものは何であろ・。それば第一に當時の薩會的政治的
動揺であつた。肚會的政治的圏争軋礫は激しく、政艦の攣遷や立法の改屡は頻繁で
あつテこ。そのことは櫻力の基礎、法規範のオーソリテイにi封して懐疑的思想を醸成
すろに到らしめ、幾判的眼を開ザしむろに到つテこ。第二にそれは諸他國の相異れろ
風俗慣習に罫すろ知識であつテこ。ソフイスト自勇の諸國遍歴もさろことながら、叉
＾ロ’ドトスやユーリビデスの歴史書や詩歌の中に於けろ諸國風俗の記述もさろこと
ながら、最も重要なのは當時の奴隷勢働に俵ろ鯨剰生産の智大に保されテころ商業貿
易の套展であつ7こ。風俗慣習の種々相に封すろ知識は醗つて自國の風俗恨習及びそ
こに作用すろ肚會的諸規範にi封してi新しき眼を開ザしむろに到つテこ。
　『プロタゴラスープラ1・ンの著「プロタゴラス」や「デアテートJ等の中ザら
プロタゴラスの言説とせられろものを見ろに、彼が個人主義的功利圭義思想を抱い
て居て、そこザら國家の起源や刑罰理論を説明して居ろことが分ろ。叉彼は規實の
規範を以て絶封的なものでばなく．相封的なもの人爲に俵ろものと考へ、凡ての制
定法は自然に依て敷力を膚すろのではなく、國家権力に基づいてそれが制定されて
居る間才ごけ敷力を有すろのであろと考へて居ろ。斯くの如く現存法律規範を軍なろ
相封的入爲的なものと考へろことは翫にそれに醤すろ批判的立場が豫定せられろの
であつて、法を以て紳の命なりとすろ醇統的思想に育成せられテこ當時に於て、斯く
の如きは自然法思想の前提をねすのであろ。
　『ヒツビアスー彼の諸々の言設ザら見て分ろことは、彼が制定法にi封すろ明ザな
鋤判を與ヘテここと、彼が個人主義的出婁黒占に出でつ、、一般的な凡ての入間を拘束
すろ自然法の齪念を懐抱して居テここと、叉コスモポリテイクな見解ザら凡ての入聞
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を家族であろと考へたこと、であろ。
　『アンテフオンー彼は實定法を甚だ輕規して、それは必すしも善ではなく、世俗
的な偶然的なものであろに過ぎないと考へろ。而して、これに封して絶封的に愛當
すろ自然の命令をi封立せしめろのであろ。叉制定法に俵る命令ば自然に俵て生じナこ
命令と一致すろものでばなく、却てそれは自然の束縛であろとし、反i封に自然が我
々に與へろ命令ば自由であろとして居ろ。倫ほ彼も亦コスモポリテイクな考へ方℃ー
ら入間の差別待遇を排斥して居ろ。
　『その他のソフィストーかユコフロンもアルキダマス、イソクラテス、　〃リチ
アコス、カ、フクレス等に於ても自然法思想が覗ひ得られる。
　『結論一自然法思想登展の跡を概観すろに第一にば自然法則の裡に一の規範性
を認めてそこに維局的規準を求めテころもの、第二には入間的自然を以て終局的標準
なりとなせろもの、第三には生得の法意識や道徳意識を規範の終局的根源となぜる
竜の、第四には法そのもの、自然、帥ち正法を以て終局的規範☆ろべき理念であろ
とすろも¢）一これら四つの段階に分‘ナられろマ）書、ソフイスト等の自然法思想は最
も素撲的な第一段階のそれに属すろのであろ。
　第十六團助手研窺會　十二月六日　於圖書館特殊研究室
1・研究題目一「蜀逸憲法第五章経濟生活篇に就いて」山口恒夫君より講演あり。
2・出席者一中村（宗）．大濱、中村（彌）、金澤、江家、和田、山口、齋藤、黒板、
　水田の諸氏，
　　　　　　　　　　　　硯寵要　旨
　十九世純り法律學の．主張すろ所有権の絶i封不可侵iと契約自由の原則とば畢寛一七
入九年の佛蘭西革命の入櫨宣言に其の毘套貼を置いて居る。所宥権の絶封不可侵、
契約自由の原則は個人主義を基調とすろものであろ。十九世紀に於けろ個人主義を
根底とすろ資本主義的生産組織は漸次成熟して其の中に包含せらろ、敏貼を曝露
し、叢に新しき封策を必要乏するに至つすこ。それは團艦主義を指導原理とする杜會
的原理であろ。この薩會的原理が最も明に猫逸憲法に表現されて居ろ黒占に興味が存
する。殊に経濟生活篇に於て明白に規定ぜられて居ろ。
　猫逸憲法以前に於て経齊生活に關する憲法の規定として存在せろものは、僅に、
プロイセン並びにフラングファレト憲法及び革命後のロジア憲法に見出すのみであ
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る。十九世紀中に制定ぜられ了こ諸國の憲法に経濟生活に關する規定が存在ぜざろに
反し二十世紀以後に制定ぜらろ＼憲法には概して之に關すろ規定を見ろであらう、
と思はれる。我が國に於けろ憲法も亦経濟生活に關すろ規定ば存しない。然し薩會
事情の攣遷に俘ひ近時杜會的立法を我が國に於ても必要とせらろ＼に至り國民の経
濟生活に關すろ規定の漸次檜加すろを見ろ。然しそれば法律或ば命令の形式であつ
て猫逸の如く憲法にて定めテころ根本法ではない、從つて此の方面に關する限りに於
ては、實質的に考察すろ時には所謂軟性憲法的特色を獲揮することが出來ろ。所で、
個入主義を基礎とすろ資本主義的経濟組織を探用せろ諸國の勢の向ふ所は、同一経
濟原則に支配せらろ＼限りは同一黙への鯨着を見ろと考ふるとき、猫逸に於て探用
ぜられれ経濟生活に關する根本法は所謂世界法的繕紳を含有してゐろものと考へら
れ我が國の肚會的立法の指導的な存在であらう。
　濁逸憲法の成立過程概略
猫逸憲法維濟生活篇の根本原則は第一五一條の経濟生活⊂）秩序は各人をして人問
に儂すべき生活を得しむろことを目的として正義の原則に適合するを要す各人の経
濟上の自由ば此の限界内に於て保謹ぜらろろのであろ。経濟生活に關すろ規定は総
て此の根本原則ザら出登すろものであろ。オツトー、マイスナー氏に從へば経濟生
活に關すろ規定は次の三の着眼鮎を生すろ。
　第一、個人及び團艦の経濟的活動の統制と保障。
　第二、特殊の経濟財物としての勢働力の保護。
　第三、勢働者委員會と経濟委員會との所謂蓮結によろ鰹濟組織の建設。
　以上の中個入の纏濟生活に關すろ部分を主として論することにすろ。然しこ＼に
は大艦の繕紳を述べろに止まらざろを得ない。要するに．所有権と契約の自由とを
認めて資本主義的生産組織を認めては居るが、此等は無制限な自由放任の原理が生
む峡鮎を矯正する爲めに肚會的團膿的原理によつて思ひ切り制限されて居ろことで
あろ。
第†七画助手研究會　昭和六年一月十七目　於大隈會館
L研究題目一「豫防拘禁に就いて」齋藤金作宥より講演あり。
2・決議事項一中村’宗雄教授より本會主催にて毎學期二三同封學生科外講演を催
　しては如何との提案あり、可決す。
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　爾ほ當日略々確定せろ講潰者並に講演題は次の如し。
　　保安虞分に就いて　　　　　　　　齋藤金作君
　　一本一利制度に就いて　　　　　　金澤理康君
　　刑法改正豫備草案に就いて　　　　江家義男齎
3．出席者一一一中村（宗）、井上、金澤、江家、和田、山口、齋藤．黒板、水田の諸
　氏。
　　　　　　　　　　　　　　硯　寵要　旨
　いま・世界大戦によろ新國の勃興と肚會事情の憂更に基く全世界的な刑法改正事
i業は、まさに、終局に近づザんとしてゐろ℃’に見えろ。我國に於ても所謂「刑法改
正の綱領Jに基いて刑法の改正が企てられつつあり、さきに、司法省に於て越草中
であつテこ「刑法改正豫備草案」が最近に至つて一般的に知らろろこととなつアこ。
　この豫備草案は第十一章に保安虚分を規定し、其の種類として、（一）豫防監護、
（二）酒癖矯正、（三）勢働留置、（四）豫防拘禁、の四を認むろこととなつ7このであろo
　抑も、現今の諸國に於けろ刑法改正運動は、刑罰の外に如何なろ種類、範園、程
度の保安威分を規定すろことが、現存の証會の秩序維持に必要であろザの問題を解
決すろ7こめに生れテこのであろと禧せられてゐろのであつて、上述の如き、現行刑法
に規定されてゐな）・四種の保安麗分を認むろことに就てば看過すベザらざろものが
あり、研究せ投ばならぬ多くのものを含んでゐるのであろ。故に私ば、先づ、第四
の豫防拘禁に就て研究し、特に其の封象、換言すれば、「豫防狗禁に付すべき者」を
抽出して、英國の犯罪豫防法（1908）、及び、猫逸、塊太利、瑞西、手ヱツコ・スロ
ヴアキア、伊太利の各草案並に一九三〇年五月十一日に成法となつテこ、白耳義肚會
防衛法に於て考究し於のであつテこ。其の概要を示せば次の如くであろ。
　（一）刑罰と保安塵分。
　（二）保安塵分の一種としての豫防拘禁。
　（三）英國に於ける豫防拘禁制度
　　（1）澹革。
　　（2）犯罪豫防法（The　Prevention　of　Cr血e　Act，1908）。
　　（3）豫防拘禁の執行。
　　（4）豫防拘禁の終了。
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（四）各國の豫防絢禁規定の概観。
　（1）猫逸。
　（2）懊太利。
　（3）瑞西。
　（4）チエツコ・スロヴアキアo
　（5）伊太利。
　（6）白耳義。
（五）豫防拘禁に付ずべき者。
　（1）豫防拘禁に付すべき者としての慢性的重大危瞼者。
　　（イ）理論上より論謹す。
　　（ロ）規定上8り論護す。
　（2）豫防拘禁に付すべき者の認定◎
